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【
注
意
事
項
】

　
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
で
掲
載
中
の
作
品
を
自
動
的
に
Ｐ

Ｄ
Ｆ
化
し
た
も
の
で
す
。

　
小
説
の
作
者
、「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
の
運
営
者
に
無
断
で
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
作

品
を
引
用
の
範
囲
を
超
え
る
形
で
転
載
・
改
変
・
再
配
布
・
販
売
す
る
こ
と
を
禁

じ
ま
す
。

　　【
あ
ら
す
じ
】

　
東
京
都
千
代
田
区
の
秋
葉
原
・
神
田
・
神
保
町
の
狭
間
に
、
音
ノ
木
坂
学
院
と

い
う
高
校
が
あ
る
。
音
ノ
木
坂
学
院
高
校
は
地
域
の
伝
統
校
で
あ
る
が
、
少
子
化

な
ど
で
生
徒
数
が
減
少
し
、
統
廃
合
の
危
機
に
あ
っ
た
。

　
そ
の
よ
う
な
統
廃
合
の
危
機
を
救
う
た
め
に
結
成
さ
れ
た
の
が
、
一
つ
の
学
校

の
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
た
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
・
・
・
ス
ク
ー
ル
ア
イ
ド
ル
が

構
成
さ
れ
た
。

　
音
ノ
木
坂
学
院
で
発
足
さ
れ
た
ス
ク
ー
ル
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
の
名
を
「
μ
'

ｓ
」（
ミ
ュ
ー
ズ
）
と
言
う
。

　
そ
の
名
は
、
音
ノ
木
坂
学
院
に
ス
ク
ー
ル
ア
イ
ド
ル
が
結
成
さ
れ
て
か
ら
１
０

年
経
つ
現
在
も
、
伝
説
の
グ
ル
ー
プ
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
い
た
。

　
こ
れ
は
、
そ
の
「
μ
'
ｓ
」
の
メ
ン
バ
ー
の
１
０
年
後
に
再
会
す
る
お
話
で
あ

る
。

　　
な
お
、
同
じ
も
の
を
ｐ
ｉ
ｘ
ｉ
ｖ
に
も
投
稿
し
て
お
り
ま
す
。
加
筆
修
正
は
し

て
お
り
ま
す
が
、
基
本
的
に
は
同
じ
内
容
で
す
。



　
　
目
　
　
　
次
　
　

約
束

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　
登
場
人
物
紹
介
　

1

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　
第
１
話
　
ア
イ
ド
ル
研
究
部
　

3

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　
第
２
話
　
希
の
バ
ー
　

5

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　
第
３
話
　
回
想
　
〜
μ
'
ｓ
に
入
る
ま
で
〜
　

7

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　
第
４
話
　
絵
里
の
日
常
　

10

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　
第
５
話
　
卒
業
式
　

12

再
会

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　
第
６
話
　

14

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　
第
７
話
　

17

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　
第
８
話
　

19

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　
第
９
話
　
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
　
１
　

21

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　
第
１
０
話
　
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
　
２
　

25

原
点
と
夢

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　
第
１
１
話
　
原
点
　
１
　

30

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　
第
１
２
話
　
原
点
　
２
　

33

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　
第
１
３
話
　
夢
　

36



約
束

登
場
人
物
紹
介

　「
ラ
ブ
ラ
イ
ブ
!
」
２
期
終
了
＆
劇
場
版
決
定
!
と
言
う
こ
と
で
、
卒
業
後
の
μ
'

ｓ
メ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
、
色
々
書
い
て
み
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
絵
里
メ
イ
ン
回
で
、
絵
里
が
教
員
と
し
て
音
ノ
木
坂
学
院
高
校
に
戻

り
、「
ア
イ
ド
ル
研
究
部
」
の
顧
問
に
な
り
ま
し
た
。

　
ち
な
み
に
、担
当
教
科
は
、プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
に
書
い
て
あ
る
得
意
科
目
、「
英
語
」

「
化
学
」
の
う
ち
、
個
人
的
に
興
味
の
あ
る
「
化
学
」
か
ら
、
理
科
教
員
に
し
ま
し

た
。

　　
こ
こ
で
絵
里
の
簡
単
な
設
定
を
紹
介
し
ま
す
。

　　
絢
瀬
絵
里
（
作
中
は
２
月
の
設
定
）

　
年
齢
：
２
８
　
　
誕
生
日
：
１
０
月
２
１
日
　
　
血
液
型
：
Ｂ
型
　
　
身
長
：

１
６
２
ｃ
ｍ
　
　
体
重
：
デ
ー
タ
不
詳
　
　
好
き
な
食
べ
物
：
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
　

　
嫌
い
な
食
べ
物
：
梅
干
、
海
苔
　
　
趣
味
：
キ
ル
ト
や
ア
ク
セ
製
作
、
飲
酒

　
音
ノ
木
坂
学
院
高
校
理
科
教
諭
。
専
門
は
化
学
。
生
活
指
導
担
当
。
学
校
で

は
白
衣
を
着
て
い
る
こ
と
も
多
い
。
高
校
時
代
か
ら
何
で
も
そ
つ
な
く
こ
な
す

タ
イ
プ
で
、責
任
感
も
強
い
。
ま
た
、ロ
シ
ア
人
の
血
を
ひ
い
て
い
る
せ
い
か
、酒

に
も
強
い
。
な
お
、
現
在
結
婚
相
手
募
集
中
（
笑
）

　　
他
の
メ
ン
バ
ー
も
職
業
だ
け
。

　
高
坂
穂
乃
果
：
卒
業
後
に
ア
イ
ド
ル
を
や
っ
て
い
た
が
、
今
で
は
実
家
で
菓
子

職
人
に
な
る
。

　
南
こ
と
り
：
売
れ
て
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
。

　
園
田
海
未
：
実
家
の
日
舞
の
師
範
代
。

　
西
木
野
真
姫
：
２
年
目
の
研
修
医
。

　
小
泉
花
陽
：
元
ア
イ
ド
ル
の
絵
本
作
家
。

　
星
空
凛
：
元
ア
イ
ド
ル
で
花
陽
と
組
ん
で
い
た
。
今
は
、
ダ
ン
ス
の
イ
ン
ス
ト
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ラ
ク
タ
ー
。

　
矢
澤
に
こ
：
元
ア
イ
ド
ル
の
主
婦
。

　
東
條
希
：
バ
ー
を
経
営
。
占
い
を
や
っ
た
り
も
す
る
。

　　
つ
い
で
に
、
亜
里
沙
や
雪
穂
も
。

　
絢
瀬
亜
里
沙
：
絵
里
の
３
歳
年
下
の
妹
。
今
は
、
日
本
語
と
ロ
シ
ア
語
の
翻
訳

者
に
な
っ
て
い
る
。

　
高
坂
雪
穂
：
穂
乃
果
の
２
歳
年
下
の
妹
で
、
亜
里
沙
と
は
同
級
生
。
家
は
姉
に

任
せ
、
会
社
員
を
や
っ
て
い
る
。

　　
本
来
、
結
婚
す
れ
ば
姓
が
変
わ
る
こ
と
も
多
い
も
の
で
す
が
、
支
障
が
な
い
の

で
、
旧
姓
の
表
記
に
し
ま
し
た
。
　
絵
里
は
か
つ
て
、
μ
'
ｓ
の
メ
ン
バ
ー
の
中

で
も
、
ダ
ン
ス
の
振
り
付
け
を
担
当
し
て
い
た
。

　
今
や
彼
女
は
音
ノ
木
坂
学
院
の
理
科
教
員
（
専
門
：
化
学
）
に
し
て
、
生
徒
指

導
担
当
、
ア
イ
ド
ル
研
究
部
の
顧
問
だ
。

　
ダ
ン
ス
を
し
ば
ら
く
続
け
、
や
っ
と
今
日
の
目
標
を
達
成
し
た
。

「
じ
ゃ
あ
、
一
休
み
し
ま
し
ょ
う
。
次
は
ボ
ー
カ
ル
レ
ッ
ス
ン
に
入
る
わ
。」

　
絵
里
が
休
憩
し
て
い
る
と

　
Ｐ
ｒ
Ｐ
ｒ
Ｐ
ｒ
Ｐ
ｒ
Ｐ
ｒ
Ｐ
ｒ
Ｐ
ｒ
Ｐ
ｒ
Ｐ
ｒ
Ｐ
ｒ
Ｐ
ｒ
Ｐ
ｒ
Ｐ
ｒ

　
絵
里
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
電
話
だ
。

「
ち
ょ
っ
と
外
す
か
ら
、
時
間
に
な
っ
た
ら
始
め
て
い
て
。」

　　
生
徒
の
返
事
を
確
か
め
て
か
ら
、
絵
里
は
部
室
を
出
て
い
く
。

「
あ
、
穂
乃
果
?
私
よ
。
・
・
・
う
ん
、
二
週
間
後
ね
。
・
・
・
そ
の
日
は
、
学
校

は
休
み
だ
け
ど
、
特
別
に
鍵
を
開
け
さ
せ
て
も
ら
う
よ
う
に
、
南
理
事
長
に
お
願

い
し
て
お
く
わ
。」

　
相
手
は
、
高
坂
穂
乃
果
だ
っ
た
。

「
・
・
・
う
ん
、・
・
・
μ
'
ｓ
だ
け
の
日
、
に
な
る
よ
う
に
し
て
お
く
か
ら
。」

　
解
散
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
に
向
か
っ
て
歩
み
始
め
た
μ
'
ｓ
の
メ
ン
バ
ー
。
そ

の
全
員
が
卒
業
式
の
翌
日
に
集
ま
る
。
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第
１
話
　
ア
イ
ド
ル
研
究
部

　　
音
ノ
木
坂
学
院
高
校
の
廃
校
の
危
機
を
救
っ
た
ア
イ
ド
ル
研
究
会
。
今
や
、
部

に
昇
格
し
、
予
算
や
顧
問
も
つ
く
よ
う
に
な
っ
た
。

　
そ
う
な
れ
ば
、
当
然
今
ま
で
よ
り
も
結
果
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　「
は
い
、
ワ
ン
・
ツ
ー
、
ワ
ン
・
ツ
ー
。
・
・
・
そ
こ
、
遅
れ
て
い
る
わ
!
」

　
絢
瀬
絵
里
が
手
拍
子
を
振
り
な
が
ら
、
部
員
達
を
指
導
す
る
。

　
絵
里
は
か
つ
て
、
μ
'
ｓ
の
メ
ン
バ
ー
の
中
で
も
、
ダ
ン
ス
の
振
り
付
け
を
担

当
し
て
い
た
。

　
彼
女
は
、
高
校
卒
業
後
は
理
科
系
の
大
学
に
行
き
、
理
科
の
教
員
免
許
を
取
得

し
た
後
、
母
校
で
あ
る
音
ノ
木
坂
学
院
高
校
に
戻
っ
て
き
た
。

　
今
や
、
彼
女
は
音
ノ
木
坂
学
院
高
校
の
理
科
教
員
（
専
門
：
化
学
）
に
し
て
、
生

徒
指
導
担
当
、
ア
イ
ド
ル
研
究
部
の
顧
問
だ
。

　
学
校
を
愛
し
、
学
校
と
と
も
に
生
き
て
き
た
彼
女
に
ふ
さ
わ
し
い
生
き
方
と
言

え
る
だ
ろ
う
。

　
そ
れ
か
ら
ダ
ン
ス
を
し
ば
ら
く
続
け
、
や
っ
と
今
日
の
目
標
を
達
成
し
た
。

「
じ
ゃ
あ
、
一
休
み
し
ま
し
ょ
う
。
次
は
ボ
ー
カ
ル
レ
ッ
ス
ン
に
入
る
わ
。」

　
絵
里
が
休
憩
し
て
い
る
と

　
Ｐ
ｒ
Ｐ
ｒ
Ｐ
ｒ
Ｐ
ｒ
Ｐ
ｒ
Ｐ
ｒ
Ｐ
ｒ
Ｐ
ｒ
Ｐ
ｒ
Ｐ
ｒ
Ｐ
ｒ
Ｐ
ｒ
Ｐ
ｒ

　
絵
里
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
電
話
だ
。

「
ち
ょ
っ
と
外
す
か
ら
、
時
間
に
な
っ
た
ら
始
め
て
い
て
。」

　　
生
徒
の
返
事
を
確
か
め
て
か
ら
、
絵
里
は
部
室
を
出
て
い
く
。

「
あ
、
穂
乃
果
?
私
よ
。
・
・
・
う
ん
、
二
週
間
後
ね
。
・
・
・
そ
の
日
は
、
学
校

は
休
み
だ
け
ど
、
特
別
に
鍵
を
開
け
さ
せ
て
も
ら
う
よ
う
に
、
南
理
事
長
に
お
願

い
し
て
お
く
わ
。」

　
相
手
は
、
高
坂
穂
乃
果
だ
っ
た
。

「
・
・
・
う
ん
、・
・
・
μ
'
ｓ
だ
け
の
日
、
に
な
る
よ
う
に
し
て
お
く
か
ら
。」

　
解
散
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
に
向
か
っ
て
歩
み
始
め
た
μ
'
ｓ
の
メ
ン
バ
ー
。
そ

の
全
員
が
卒
業
式
の
翌
日
に
集
ま
る
。

（
久
し
ぶ
り
に
あ
の
９
人
が
集
ま
る
の
ね
・
・
・
。）
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μ
'
ｓ
・
・
・
。
そ
れ
は
、
９
人
の
音
楽
の
女
神
か
ら
つ
け
ら
れ
た
名
前
で
あ

る
。

　
９
人
の
女
神
に
よ
り
、
音
ノ
木
坂
学
院
高
校
は
、
廃
校
か
ら
救
わ
れ
た
と
い
っ

て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

（
そ
れ
に
し
て
も
１
０
年
か
・
・
・
。）

　
絵
里
は
大
学
院
ま
で
行
き
、
高
校
理
科
の
専
修
免
許
を
持
っ
た
訳
だ
が
、
そ
の

間
に
は
、
色
々
あ
っ
た
。

　
絵
里
が
教
育
実
習
に
参
加
し
た
年
度
か
ら
は
共
学
化
し
た
り
も
し
た
。

（
男
子
が
入
っ
て
く
る
の
は
、
正
直
違
和
感
あ
っ
た
わ
ね
。）

　
伝
統
あ
る
女
子
校
で
あ
っ
た
が
、
時
代
の
流
れ
や
、
他
の
高
校
の
廃
校
に
伴
う

転
編
入
を
引
き
受
け
て
い
る
う
ち
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
の
だ
。

（
と
に
か
く
、
ま
た
廃
校
の
危
機
な
ん
か
に
な
ら
な
く
て
良
か
っ
た
わ
。）

　
Ｐ
ｉ
Ｐ
ｉ
Ｐ
ｉ
Ｐ
ｉ
Ｐ
ｉ
Ｐ
ｉ
Ｐ
ｉ
Ｐ
ｉ
Ｐ
ｉ
Ｐ
ｉ
Ｐ
ｉ
Ｐ
ｉ
Ｐ
ｉ
Ｐ
ｉ
Ｐ

ｉ
Ｐ
ｉ

（
お
っ
と
、
い
け
な
い
。
も
う
練
習
の
時
間
ね
。）

　
先
に
始
め
て
る
よ
う
に
は
言
っ
た
が
、
絵
里
が
監
督
す
る
の
は
義
務
で
あ
る
た

め
、
急
い
で
戻
る
。
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第
２
話
　
希
の
バ
ー

　　
音
ノ
木
坂
学
院
高
校
か
ら
、
比
較
的
近
所
に
バ
ー
が
あ
る
。
絵
里
は
そ
こ
の
常

連
だ
。

「
こ
こ
に
来
る
と
落
ち
着
く
わ
。」

　
絵
里
は
、
日
本
だ
け
で
な
く
、
祖
母
の
生
ま
れ
故
郷
に
あ
る
ロ
シ
ア
の
酒
も
多

数
あ
る
こ
の
店
を
気
に
入
っ
て
い
た
。

　
ウ
ォ
ッ
カ
も
、
日
本
で
は
滅
多
に
入
ら
な
い
強
い
も
の
が
置
い
て
あ
る
。

　
ま
た
、
ボ
ル
シ
チ
や
ピ
ロ
シ
キ
な
ど
ロ
シ
ア
料
理
も
充
実
し
て
い
る
。

　　「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
・
・
・
、・
・
・
え
り
ち
や
な
い
か
。」

　
出
迎
え
た
の
は
東
條
希
。
絵
里
の
高
校
時
代
か
ら
の
友
人
だ
。

　
希
は
、
μ
'
ｓ
の
名
付
け
親
で
あ
る
。
ま
た
、
メ
ン
バ
ー
の
精
神
を
陰
か
ら
支

え
て
き
た
、
縁
の
下
の
力
持
ち
と
言
う
べ
き
人
物
で
あ
る
。

　
彼
女
は
、
大
学
を
卒
業
し
た
が
、
普
通
の
就
職
活
動
は
し
な
か
っ
た
。

（
希
っ
た
ら
、
結
局
オ
カ
ル
ト
関
係
の
こ
と
が
で
き
る
仕
事
を
選
ん
じ
ゃ
っ
た
わ

ね
。）

　
希
に
と
っ
て
は
、
そ
う
し
た
こ
と
は
生
き
る
上
で
欠
か
せ
な
い
の
だ
ろ
う
。

（
バ
ー
を
開
か
せ
た
き
っ
か
け
は
私
に
あ
る
け
ど
ね
。）

　
絵
里
は
、
ク
ォ
ー
タ
ー
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
、
ロ
シ
ア
人
で
あ
る
祖
母
の
血
が

強
く
、
日
本
で
よ
く
置
い
て
あ
る
ウ
ォ
ッ
カ
で
は
全
然
足
り
な
か
っ
た
。

　
普
通
の
居
酒
屋
や
、
研
究
室
の
酒
は
弱
く
て
物
足
り
な
い
と
嘆
い
て
い
た
と
こ

ろ
、
希
が

「
ウ
チ
に
任
し
と
き
!
」

　
と
、
居
酒
屋
を
開
き
、
強
い
酒
を
用
意
し
て
く
れ
た
の
だ
。

　　
ち
な
み
に
、
こ
の
店
は
元
μ
'
ｓ
メ
ン
バ
ー
の
集
合
場
所
と
し
て
も
、
良
く
使

わ
れ
る
。

　
９
人
揃
う
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
何
人
も
の
元
メ
ン
バ
ー
が
何
回
か

来
た
り
、
亜
里
沙
や
雪
穂
の
大
学
の
卒
業
式
の
内
輪
パ
ー
テ
ィ
ー
に
も
使
わ
れ
て

き
た
。
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も
ち
ろ
ん
、
圧
倒
的
に
利
用
頻
度
が
高
い
の
は
、
絵
里
で
あ
る
の
は
言
う
ま
で

も
な
い
。

（
私
、
こ
こ
に
来
て
何
百
回
く
ら
い
お
酒
を
飲
ん
だ
か
な
・
・
・
・
・
・
。
他
の
店

で
は
、
物
足
り
な
い
の
よ
ね
。）

　
絵
里
が
テ
ー
ブ
ル
に
座
っ
て
あ
れ
こ
れ
考
え
て
い
る
と
、

「
・
・
・
・
・
・
ん
、
お
客
さ
ん
!?
」

　
希
が
声
を
か
け
て
き
た
。

「
え
・
・
・
・
・
・
、
あ
、
ご
め
ん
。」

　
絵
里
は
、
よ
う
や
く
気
が
つ
い
た
。

「
気
が
つ
い
た
と
こ
ろ
で
、
ご
注
文
は
何
に
な
さ
い
ま
す
か
?
」

　
希
は
、
バ
ー
の
マ
ス
タ
ー
の
モ
ー
ド
に
戻
っ
た
。

「
そ
う
ね
・
・
・
。
ま
ず
は
、
い
つ
も
の
に
す
る
わ
。」

　「
か
し
こ
ま
り
ま
し
た
。」

　
絵
里
の
言
う
、「
い
つ
も
の
」
と
は
、
ウ
ォ
ッ
カ
の
サ
イ
ダ
ー
割
の
こ
と
だ
。

（
μ
'
ｓ
解
散
か
ら
１
０
年
か
・
・
・
。
思
え
ば
、
あ
の
頃
ほ
ど
充
実
し
た
時
間
は

な
か
っ
た
わ
ね
。）

　
絵
里
は
、
１
０
年
前
・
・
・
。
μ
'
ｓ
時
代
の
自
分
を
思
い
出
し
て
い
た
。
　

絵
里
は
最
初
、
ス
ク
ー
ル
ア
イ
ド
ル
の
活
動
に
は
反
対
だ
っ
た
。
廃
校
を
阻
止
す

る
た
め
に
発
足
さ
れ
た
ス
ク
ー
ル
ア
イ
ド
ル
活
動
が
邪
魔
に
な
る
と
考
え
て
い

た
か
ら
だ
。

（
あ
の
頃
の
私
は
頭
が
堅
く
て
周
り
が
見
え
て
な
か
っ
た
わ
ね
・
・
・
。）
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第
３
話
　
回
想
　
〜
μ
'
ｓ
に
入
る
ま
で
〜

　　
絵
里
が
μ
'
ｓ
の
活
動
に
関
わ
る
き
っ
か
け
は
、
穂
乃
果
達
が
、
こ
と
も
あ
ろ

う
に
生
徒
会
長
の
絵
里
に
ダ
ン
ス
を
教
わ
り
に
来
た
と
こ
ろ
だ
。

（
あ
な
た
の
差
し
金
ね
。）

　
絵
里
は
、
海
未
の
方
を
見
た
。

『
あ
な
た
に
、
私
達
の
こ
と
を
そ
ん
な
風
に
言
わ
れ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
!
』

　
先
日
、
公
園
で
絵
里
は
海
未
に
、
自
分
の
か
つ
て
の
バ
レ
エ
の
躍
り
を
見
せ
て
、

「
Ａ
─
Ｒ
ｉ
ｓ
ｅ
さ
え
も
、
私
か
ら
見
れ
ば
素
人
に
過
ぎ
な
い
。」
と
言
っ
た
の
だ
。

（
彼
女
ら
に
自
分
達
の
実
力
を
知
ら
し
め
る
い
い
機
会
だ
わ
。）

　
絵
里
は
、
や
る
か
ら
に
は
自
分
が
許
せ
る
水
準
ま
で
達
成
す
る
こ
と
を
約
束
さ

せ
た
。

　
そ
の
日
の
訓
練
は
、
絵
里
の
予
想
通
り
、
彼
女
達
は
つ
い
て
い
け
な
か
っ
た
。

絵
里
が
途
中
で
中
止
を
宣
告
し
た
。

　
文
句
を
言
う
に
こ
と
真
姫
に
は

「
自
分
達
の
実
力
が
わ
か
っ
た
で
し
ょ
。」

（
身
の
程
知
ら
ず
!
）

　
絵
里
は
極
め
て
冷
た
い
態
度
を
取
り
続
け
る
。

　
絵
里
が
立
ち
去
ろ
う
と
す
る
と

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
!
明
日
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
!
」

　
と
穂
乃
果
達
が
自
分
に
礼
を
言
っ
た
。

　
穂
乃
果
達
の
視
線
か
ら
、
そ
の
言
葉
に
嘘
が
な
い
こ
と
は
わ
か
る
。

（
ど
う
し
て
、
そ
う
言
え
る
の
よ
!
）

　
絵
里
に
と
っ
て
は
意
外
な
こ
と
だ
っ
た
。

　　
そ
の
日
の
夜
、
妹
の
亜
里
沙
が
μ
'
ｓ
の
音
楽
を
聴
い
て
い
た
。
亜
里
沙
は

「
す
ご
く
元
気
が
も
ら
え
る
」
と
言
っ
て
い
た
。

　
絵
里
も
聞
い
て
み
る
と

（
ダ
ン
ス
は
ま
だ
ま
だ
だ
け
ど
、
確
か
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
感
じ
る
わ
・
・
・
。）

　　
翌
朝
、
絵
里
が
屋
上
に
来
る
と
、
穂
乃
果
達
は
す
で
に
来
て
お
り
、
や
る
気
を
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出
し
て
い
た
。

　「
辛
く
な
い
の
?
昨
日
あ
ん
な
に
や
っ
て
、
今
日
ま
た
お
ん
な
じ
こ
と
を
や
る

の
よ
。
上
手
く
な
る
か
ど
う
か
も
わ
か
ら
な
い
。」

　
絵
里
が
、
穂
乃
果
達
に
訪
ね
る
。

　
穂
乃
果
達
は
、
廃
校
を
阻
止
し
た
い
と
言
う
熱
い
気
持
ち
を
ぶ
つ
け
た
。

　
そ
れ
に
対
し
て
、
絵
里
は
無
言
で
去
っ
て
い
っ
た
。

　
廊
下
を
歩
い
て
い
る
と

「
ウ
チ
な
・
・
・
。」

　
横
か
ら
希
が
声
を
か
け
て
き
た
。

「
希
。」

　
絵
里
が
希
の
方
を
振
り
返
る
。

「
え
り
ち
の
友
達
に
な
っ
て
、
生
徒
会
や
っ
て
て
、
ず
ー
っ
と
、
思
っ
て
た
こ
と
が

あ
る
ん
や
。」

「
え
り
ち
は
、
本
当
は
何
が
し
た
い
ん
や
ろ
っ
て
。」

「
一
緒
に
い
る
と
、
わ
か
る
ん
よ
。」

「
え
り
ち
が
が
ん
ば
る
の
は
、
い
つ
も
誰
か
の
た
め
ば
っ
か
り
で
、
い
つ
も
我
慢
し

て
い
る
か
の
よ
う
に
、
全
然
自
分
の
こ
て
は
考
え
て
な
く
て
。」

　
希
の
言
葉
を
聞
い
て
、
絵
里
が
去
ろ
う
と
す
る
と

「
学
校
を
存
続
さ
せ
よ
う
と
言
う
の
も
、
生
徒
会
長
と
し
て
の
義
務
感
や
ろ
。」

　
希
が
声
を
張
り
上
げ
る
。

「
だ
か
ら
理
事
長
は
、
え
り
ち
の
こ
と
を
認
め
な
か
っ
た
と
ち
ゃ
う
?
」

　
お
そ
ら
く
そ
の
通
り
だ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
そ
れ
は
理
事
長
が
は
ぐ
ら
か
さ
ず

に
教
え
て
や
っ
て
も
良
か
っ
た
の
だ
が
。

「
え
り
ち
・
・
・
。
え
り
ち
の
本
当
に
や
り
た
い
こ
と
は
?
」

　
希
は
、
絵
里
を
見
つ
め
な
が
ら
問
い
質
す
。

「
何
よ
・
・
・
。
何
と
か
し
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
ん
だ
か
ら
、
し
ょ
う
が
な
い
じ
ゃ

な
い
!!
」

「
私
だ
っ
て
、
好
き
な
こ
と
だ
け
や
っ
て
何
と
か
な
る
な
ら
そ
う
し
た
い
わ
よ
!
」

　
絵
里
の
心
の
叫
び
だ
。

　
絵
里
は
涙
を
浮
か
べ
、

「
自
分
が
不
器
用
な
の
は
わ
か
っ
て
い
る
!
」
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「
で
も
!
今
さ
ら
ア
イ
ド
ル
を
始
め
よ
う
な
ん
て
、
私
が
言
え
る
と
思
う
の
?
」

　
そ
う
言
う
と
、
絵
里
は
走
っ
て
去
っ
て
い
っ
た
。

「
私
の
や
り
た
い
こ
と
・
・
・
。
・
・
・
そ
ん
な
も
の
!
」

　
教
室
に
戻
っ
て
一
人
で
座
っ
て
い
る
絵
里
が
投
げ
捨
て
る
よ
う
に
言
う
と
、

　
突
然
手
が
差
し
出
さ
れ
た
。

　
絵
里
が
横
を
向
く
と
、
穂
乃
果
達
が
い
た
。

「
あ
な
た
達
・
・
・
。」

「
生
徒
会
長
、
い
え
、
絵
里
先
輩
。
お
願
い
が
あ
り
ま
す
。」

　
突
然
穂
乃
果
達
が
現
れ
て
戸
惑
う
絵
里
。

「
練
習
?
な
ら
、
昨
日
言
っ
た
課
題
を
全
部
こ
な
し
て
・
・
・
。」

「
絵
里
先
輩
、
μ
'
ｓ
に
入
っ
て
下
さ
い
。」

「
一
緒
に
μ
'
ｓ
で
歌
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
ス
ク
ー
ル
ア
イ
ド
ル
と
し
て
!
」

　
穂
乃
果
が
絵
里
を
ス
ク
ー
ル
ア
イ
ド
ル
に
ス
カ
ウ
ト
し
に
来
た
。

「
何
言
っ
て
る
の
?
私
が
そ
ん
な
こ
と
す
る
訳
な
い
で
し
ょ
。」

　
絵
里
の
立
場
な
ら
、
そ
う
言
う
だ
ろ
う
。

「
さ
っ
き
、
希
先
輩
か
ら
聞
き
ま
し
た
。」

　
海
未
が
言
っ
た
通
り
、
希
が
屋
上
に
言
っ
て
み
ん
な
に
説
明
し
た
の
だ
。

「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
!
別
に
や
り
た
い
な
ん
て
・
・
・
。
・
・
・
大
体
、
私
が
ア
イ

ド
ル
な
ん
て
お
か
し
い
で
し
ょ
。」

　
こ
れ
ま
で
の
態
度
を
考
え
れ
ば
、
そ
れ
も
そ
う
だ
ろ
う
。

「
や
り
た
い
な
ら
、
や
っ
て
み
れ
ば
え
え
ん
と
ち
ゃ
う
?
」

　
そ
ん
な
絵
里
を
後
押
し
す
る
希
。

「
や
り
た
い
こ
と
っ
て
、
そ
ん
な
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
も
ん
や
。」

　
そ
の
言
葉
は
、
絵
里
が
μ
'
ｓ
に
入
る
の
に
、
十
分
な
力
を
与
え
て
く
れ
た
。

　
絵
里
が
穂
乃
果
と
握
手
し
、
８
人
目
の
メ
ン
バ
ー
と
な
り
、
そ
の
直
後
に
希
も

加
入
し
、
９
人
が
勢
揃
い
し
た
。
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第
４
話
　
絵
里
の
日
常

　「
お
待
ち
ど
う
さ
ま
、」

　
ロ
シ
ア
風
の
お
で
ん
が
、
絵
里
の
カ
ウ
ン
タ
ー
に
乗
っ
た
。

「
希
?
」

「
何
?
」

「
他
の
μ
'
ｓ
の
メ
ン
バ
ー
の
様
子
は
ど
う
な
の
?
変
わ
り
な
い
か
し
ら
。」

「
そ
う
や
ね
・
・
・
。
そ
う
そ
う
、
先
日
ア
イ
ド
ル
を
引
退
し
て
絵
本
作
家
を
や
っ

て
い
る
か
よ
ち
ん
が
結
婚
す
る
と
か
し
な
い
と
か
言
っ
て
い
た
や
ね
。」

　
希
が
、
絵
里
に
ニ
ヤ
ニ
ヤ
笑
い
を
し
な
が
ら
言
う
。
ち
な
み
に
、「
か
よ
ち
ん
」

と
は
、
絵
里
達
の
２
学
年
下
の
小
泉
花
陽
の
こ
と
だ
。

「
何
よ
、
そ
の
笑
い
は
?
」

　
絵
里
は
、
と
た
ん
に
不
機
嫌
に
な
る
。

（
結
婚
か
・
・
・
。
先
を
越
さ
れ
た
わ
ね
・
・
・
。）

　
絵
里
は
、
内
心
焦
っ
て
い
た
。
２
年
も
下
で
、
し
か
も
、
性
格
的
に
奥
手
な
花

陽
が
、
も
う
す
ぐ
花
嫁
に
な
り
そ
う
だ
っ
た
か
ら
だ
。

「
相
手
も
お
ら
ん
の
は
、
う
ち
と
真
姫
ち
ゃ
ん
と
え
り
ち
だ
け
に
な
っ
て
し
も
う

た
な
。」

「
く
っ
。」

「
・
・
・
ま
あ
、
う
ち
ら
と
違
っ
て
真
姫
ち
ゃ
ん
は
研
修
医
で
一
番
忙
し
い
時
期
や

し
、
２
つ
年
下
や
か
ら
し
ょ
う
が
な
い
け
ど
な
。」

　
希
は
止
め
を
刺
す
。

「
ウ
ォ
ッ
カ
の
お
か
わ
り
を
ち
ょ
う
だ
い
!
今
度
は
ス
ト
レ
ー
ト
で
!
」

「
了
解
し
ま
し
た
。」

　
や
け
酒
と
し
か
言
い
様
の
な
い
絵
里
の
注
文
に
、
営
業
ス
マ
イ
ル
に
戻
る
希
。

（
え
り
ち
は
か
わ
い
い
な
あ
。）

　
希
は
、
絵
里
に
見
え
な
い
よ
う
に
微
笑
ん
だ
。

　　
絵
里
は
、
ア
イ
ド
ル
研
究
部
顧
問
で
あ
る
が
、
同
時
に
化
学
の
教
諭
で
も
あ
る
。

　
音
ノ
木
坂
学
院
高
校
も
２
月
後
半
に
入
る
。
１
、
２
年
の
年
度
末
考
査
も
終
わ

り
、
来
年
度
に
む
け
て
の
授
業
が
あ
っ
た
。
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今
の
時
期
の
絵
里
は
、
２
年
生
全
理
系
ク
ラ
ス
の
化
学
を
受
け
持
っ
て
い
た
。

「
ま
ず
、
今
日
は
有
機
化
合
物
の
特
徴
の
復
習
に
入
り
ま
す
。」

　
有
機
化
合
物
と
は
、
炭
素
の
原
子
を
骨
格
と
し
た
化
合
物
（
２
種
類
以
上
の
元

素
か
ら
な
る
物
質
）
の
こ
と
を
言
う
。

「
そ
れ
で
は
、
有
機
化
合
物
の
基
本
的
な
特
徴
を
、
加
藤
君
、
す
べ
て
答
え
て
み

て
。」

「
は
い
。」

　
加
藤
と
言
う
男
子
生
徒
が
立
ち
上
が
っ
て
説
明
す
る
。

　
男
子
生
徒
?
・
・
・
そ
う
、
今
の
音
ノ
木
坂
学
院
は
共
学
化
し
た
た
め
、
男
子

生
徒
が
い
る
。

　
現
実
、
今
絵
里
の
授
業
を
受
け
て
い
る
生
徒
も
半
分
近
く
が
男
子
だ
。

「
正
解
よ
、
よ
く
で
き
ま
し
た
。
座
っ
て
。」

　
加
藤
と
言
う
生
徒
が
き
ち
ん
と
答
え
た
の
で
、
絵
里
は
ほ
め
て
座
ら
せ
た
。

「
そ
れ
で
は
、
今
日
は
有
機
化
合
物
の
分
類
に
つ
い
て
入
り
ま
す
。
教
科
書
２
７

１
ペ
ー
ジ
を
開
い
て
。」

　
絵
里
は
、
教
室
内
の
机
の
間
を
歩
き
な
が
ら
、
教
科
書
を
開
い
た
か
ど
う
か
確

認
し
て
い
く
。

　
こ
の
よ
う
に
、
生
徒
の
机
の
様
子
を
歩
き
な
が
ら
確
認
す
る
こ
と
を
机
間
巡
視

（
き
か
ん
じ
ゅ
ん
し
）
と
言
い
、
教
員
が
よ
く
や
る
こ
と
だ
。

　
今
回
の
内
容
に
あ
た
る
有
機
化
合
物
の
分
類
に
は
、
炭
素
原
子
骨
格
の
つ
な
が

り
方
を
み
る
分
類
と
、
有
機
化
合
物
の
中
で
も
、
そ
の
物
質
特
有
の
性
質
を
示
す

「
官
能
基
」
と
呼
ば
れ
る
部
分
を
み
る
分
類
が
あ
る
。

　
有
機
化
学
は
、
元
素
同
士
が
ど
う
つ
な
が
っ
て
い
る
か
が
重
要
に
な
っ
て
く

る
。
そ
う
い
う
点
で
は
、
人
間
関
係
に
似
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

「
で
は
今
日
は
こ
こ
ま
で
。」

「
起
立
!
」

　
絵
里
が
授
業
の
終
了
を
宣
言
す
る
と
、
号
令
と
と
も
に
生
徒
が
立
ち
上
が
る
。

　
生
徒
が
礼
を
し
て
、
授
業
終
了
。

　
絵
里
は
、
熱
意
あ
る
授
業
で
、
男
女
問
わ
ず
生
徒
か
ら
人
気
が
あ
っ
た
。
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第
５
話
　
卒
業
式

　　
そ
れ
か
ら
時
間
は
流
れ
、
約
束
の
日
の
前
日
と
な
る
卒
業
式
が
や
っ
て
き
た
。

　
今
年
度
の
絵
里
は
、
２
年
Ｆ
組
の
担
任
で
あ
る
。

　
ち
な
み
に
、
去
年
、
絵
里
は
初
の
３
年
生
の
ク
ラ
ス
担
任
を
し
て
い
た
が
、
３

年
の
卒
業
後
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
で
は
途
中
か
ら
号
泣
し
て
い
た
。

（
私
の
卒
業
の
時
も
、
担
任
の
先
生
は
泣
い
て
い
た
わ
ね
。
今
年
も
泣
く
の
か
し

ら
。）

　
絵
里
の
担
任
だ
っ
た
先
生
は
、
今
年
も
３
年
Ｃ
組
で
、
絵
里
が
卒
業
し
た
時
に

い
た
ク
ラ
ス
と
同
じ
で
あ
る
。

　
卒
業
式
は
、
絵
里
達
が
卒
業
す
る
時
と
は
異
な
り
、
粛
々
と
進
行
し
て
い
っ
た
。

　
卒
業
式
の
後
の
行
事
や
飲
み
会
も
終
わ
り
、
自
宅
に
帰
っ
た
。

　
そ
の
日
は
絵
里
の
妹
の
亜
里
沙
も
来
て
お
り
、
絢
瀬
姉
妹
の
再
会
と
な
っ
た
。

　
学
校
で
卒
業
式
を
や
っ
た
た
め
か
、
絵
里
は
自
分
の
卒
業
式
を
思
い
出
し
た
。

「
穂
乃
果
っ
た
ら
、『
μ
'
ｓ
』の
歌
で
送
辞
を
し
て
く
れ
た
わ
ね
。
あ
の
時
は
、本

当
に
驚
い
た
わ
。」

　
卒
業
式
に
西
木
野
真
姫
の
伴
奏
で
『
愛
し
て
る
ば
ん
ざ
ー
い
』
の
曲
を
歌
っ
た

の
だ
。

　『
愛
し
て
る
ば
ん
ざ
ー
い
』
は
、
元
々
音
楽
室
で
真
姫
が
一
人
で
弾
き
語
り
を
し

て
い
た
曲
で
、
も
ち
ろ
ん
μ
'
ｓ
を
代
表
す
る
曲
の
一
つ
だ
。

　
つ
ま
り
、
穂
乃
果
は
μ
'
ｓ
の
曲
で
、
卒
業
式
の
送
辞
を
し
た
の
だ
。

「
穂
乃
果
さ
ん
ら
し
い
送
辞
の
仕
方
だ
っ
た
わ
ね
。」

　
亜
里
沙
も
穂
乃
果
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
笑
っ
た
。

「
あ
れ
ほ
ど
感
動
し
た
卒
業
式
は
、
全
国
ど
こ
に
も
な
い
で
し
ょ
う
ね
。」

　
絵
里
は
、
学
校
で
は
滅
多
に
見
せ
な
い
、
心
か
ら
の
微
笑
み
を
浮
か
べ
た
。

「
送
ら
れ
た
側
は
も
ち
ろ
ん
、
送
っ
た
側
に
も
一
生
の
思
い
出
に
残
る
わ
。」

　
あ
の
卒
業
式
は
、
外
部
か
ら
参
加
し
た
だ
け
の
亜
里
沙
の
心
に
も
残
る
も
の

だ
っ
た
。

「
ま
あ
、
卒
業
式
の
私
物
化
だ
と
言
わ
れ
れ
ば
、
そ
れ
ま
で
だ
け
ど
。」

　
一
つ
の
部
活
動
の
歌
を
卒
業
式
と
言
う
場
で
演
奏
す
る
と
言
う
こ
と
は
、
普
通

に
考
え
れ
ば
、
批
判
さ
れ
て
当
然
で
あ
る
。
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「
ま
あ
、
あ
の
年
く
ら
い
は
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
?
だ
っ
て
、
μ
'
ｓ
が
音
ノ
木
坂
を

救
っ
た
ん
だ
し
。」

　
亜
里
沙
の
言
う
通
り
、
廃
校
を
阻
止
し
た
救
世
主
で
あ
る
μ
'
ｓ
だ
か
ら
、
許

さ
れ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。

　
生
徒
や
職
員
、
保
護
者
も
、
全
員
と
ま
で
は
言
わ
な
い
が
、
ほ
と
ん
ど
が
認
め
、

理
事
長
も
「
今
年
度
に
限
っ
て
は
認
め
ま
す
。」
と
言
っ
た
。

　
も
っ
と
も
、
そ
の
た
め
に
穂
乃
果
は
翌
年
に
は
生
徒
会
長
の
座
を
外
れ
、
結
局
、

答
辞
も
別
の
生
徒
に
譲
る
こ
と
に
な
っ
た
が
。

　
穂
乃
果
本
人
は
、
生
徒
会
長
の
座
か
ら
降
り
ら
れ
て
ホ
ッ
と
し
た
の
は
言
う
ま

で
も
な
い
。

「
穂
乃
果
の
お
か
げ
で
卒
業
式
ま
で
退
屈
し
な
い
で
す
ん
だ
わ
。」

　
絵
里
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
か
つ
て
の
後
輩
を
思
い
だ
し
、
笑
っ
て
い
た
。

　「
さ
て
、
明
日
も
あ
る
こ
と
だ
し
、
寝
る
わ
。」

「
お
休
み
、
お
姉
ち
ゃ
ん
。」

　
絵
里
は
、
μ
'
ｓ
だ
か
ら
許
さ
れ
た
明
日
の
集
ま
り
の
た
め
に
、
眠
り
に
つ
い

た
。
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再
会

第
６
話

　　
絵
里
達
の
卒
業
か
ら
ち
ょ
う
ど
１
０
年
後
の
今
日
、
μ
'
ｓ
の
メ
ン
バ
ー
が
再

会
を
果
た
す
。

　
そ
し
て
、
絵
里
は
、
再
会
の
準
備
を
す
る
た
め
、
早
め
に
学
校
に
来
て
い
た
。

「
よ
い
し
ょ
っ
と
。」

　
絵
里
は
、
ス
コ
ッ
プ
を
持
っ
て
、
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
掘
り
起
こ
し
、
表
面
を

雑
巾
で
掃
除
し
た
。

「
こ
れ
で
よ
し
。」

　
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
き
れ
い
に
し
た
絵
里
は
、
部
室
に
行
き
、
余
所
行
き
の
学

校
に
着
替
え
た
。

「
さ
て
、
後
は
皆
が
来
る
の
を
待
つ
だ
け
ね
。
最
初
に
来
る
の
は
、
花
陽
か
し
ら
?

そ
れ
な
ら
、
二
番
目
は
凛
ね
。」

　
絵
里
は
、
最
初
の
１
人
を
小
泉
花
陽
と
予
想
し
た
。

「
花
陽
に
電
話
を
か
け
て
み
ま
し
ょ
う
。」

　
絵
里
は
、
最
新
型
の
ス
マ
ホ
を
取
り
出
し
た
。

「
花
陽
、
あ
と
何
分
く
ら
い
か
か
る
?
」

「
あ
ら
、
も
う
そ
こ
ま
で
来
て
る
の
?
じ
ゃ
あ
、
私
の
予
想
通
り
花
陽
が
一
番
乗
り

ね
。
次
が
凛
で
。」

　
絵
里
は
電
話
を
切
っ
た
。

　
し
ば
ら
く
す
る
と

「
絵
里
先
輩
、
お
久
し
ぶ
り
で
す
。」

　
絵
里
の
予
想
し
た
通
り
、
一
番
手
は
花
陽
だ
。
縁
の
厚
い
メ
ガ
ネ
を
か
け
て
い

る
。

「
花
陽
、
お
久
し
ぶ
り
。
さ
て
、
凛
が
来
る
の
を
待
ち
ま
す
か
。」

　
絵
里
が
イ
タ
ズ
ラ
っ
子
の
よ
う
な
笑
み
を
浮
か
べ
る
。

「
そ
れ
に
し
て
も
・
・
・
私
が
一
番
に
来
る
の
を
、
ど
う
し
て
わ
か
っ
た
ん
で
す
か

?
」

　
花
陽
は
、
疑
問
に
思
っ
た
よ
う
だ
。
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「
μ
'
ｓ
の
メ
ン
バ
ー
の
性
格
を
考
え
れ
ば
わ
か
る
わ
よ
。」

　
絵
里
が
微
笑
む
と

「
か
よ
ち
ー
ん
!
」

　
凛
の
登
場
だ
。

「
お
久
し
ぶ
り
ね
、
凛
。
あ
な
た
が
二
番
目
よ
。」

　
絵
里
が
凛
に
あ
い
さ
つ
を
す
る
。

「
絵
里
先
輩
、
お
久
し
ぶ
り
で
す
。」

　
凛
が
絵
里
に
返
事
を
返
す
。

「
ね
え
、
二
人
と
も
。」

　
絵
里
が
花
陽
と
凛
に
呼
び
掛
け
る
。

「「
何
で
す
か
。」」

「
せ
っ
か
く
だ
か
ら
、
残
り
の
メ
ン
バ
ー
が
や
っ
て
く
る
順
番
を
予
想
し
て
み
な

い
?
」

　
絵
里
は
こ
う
見
え
て
バ
ク
チ
好
き
だ
。

「
凛
ち
ゃ
ん
、
さ
っ
き
絵
里
先
輩
が
ね
、
私
が
一
番
に
来
て
、
凛
ち
ゃ
ん
が
二
番
目

に
来
る
の
を
当
て
た
ん
だ
よ
。」

　
花
陽
が
さ
っ
き
の
状
況
を
説
明
す
る
。

「
そ
れ
っ
て
た
ま
た
ま
じ
ゃ
な
い
の
?
絵
里
先
輩
♪
」

　
凛
が
イ
タ
ズ
ラ
っ
子
み
た
い
な
笑
み
を
浮
か
べ
る
。
花
陽
と
は
対
象
的
に
、
凛

は
目
立
つ
格
好
だ
。
少
々
、
少
女
っ
ぽ
か
っ
た
が
、
髪
を
シ
ョ
ー
ト
か
ら
ロ
ン
グ

に
伸
ば
し
た
凛
に
は
良
く
似
合
う
。

「
そ
う
か
も
ね
。
だ
か
ら
、
残
り
の
メ
ン
バ
ー
が
来
る
順
番
を
予
想
し
て
み
ま

し
ょ
う
。」

　
絵
里
が
改
め
て
呼
び
掛
け
る
。

「
い
い
で
す
よ
、
じ
ゃ
あ
凛
は
次
は
真
姫
ち
ゃ
ん
が
来
る
と
思
う
な
。
か
よ
ち
ん

は
?
」

「
わ
・
・
・
私
は
・
・
・
に
こ
先
輩
か
な
・
・
・
。」

　
凛
と
花
陽
が
そ
れ
ぞ
れ
予
想
を
立
て
る
。

（
こ
の
子
達
は
い
つ
も
一
緒
だ
っ
た
わ
ね
。）

　
花
陽
と
凛
は
ア
イ
ド
ル
時
代
ま
で
、
二
人
で
ユ
ニ
ッ
ト
を
組
ん
で
い
た
の
だ
。

「
二
人
と
も
外
れ
ね
。
次
は
希
だ
と
思
う
わ
。
そ
の
次
は
真
姫
・
・
・
、
に
こ
は
最
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後
ね
。」

　
絵
里
は
詳
細
に
説
明
す
る
。

「
自
信
た
っ
ぷ
り
で
す
ね
。
外
し
た
ら
ど
う
し
ま
す
。」

　
凛
が
ニ
ヤ
ニ
ヤ
笑
い
で
挑
発
す
る
。

「
あ
ら
、
そ
れ
な
ら
二
人
に
何
で
も
好
き
な
も
の
を
お
ご
っ
て
あ
げ
る
わ
。」

　
絵
里
は
冷
静
に
返
す
。

「
・
・
・
え
・
・
・
。」

（
絵
里
先
輩
、
お
財
布
大
丈
夫
か
な
。）

　
花
陽
は
、
μ
'
ｓ
で
も
小
柄
な
凛
や
自
分
が
か
な
り
食
べ
る
こ
と
を
自
覚
し
て

い
た
。

「
も
し
私
が
勝
っ
た
ら
、
二
人
に
は
そ
れ
ぞ
れ
言
う
こ
と
を
一
つ
聞
い
て
も
ら
う

わ
よ
。」

（
花
陽
、
私
の
心
配
な
ん
か
無
用
よ
。
勝
つ
の
は
私
な
ん
だ
か
ら
。）

　
絵
里
は
自
信
満
々
だ
。

「
よ
ー
し
、
約
束
を
取
り
付
け
ち
ゃ
っ
た
ぞ
!
」

　
凛
が
ワ
ク
ワ
ク
す
る
。
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第
７
話

　　
数
分
後
、
そ
の
結
果
が
わ
か
っ
た
。

「
お
待
た
せ
〜
、
え
り
ち
。
・
・
・
凛
ち
ゃ
ん
や
花
陽
ち
ゃ
ん
、
も
う
来
と
っ
た
ん

か
。」

　
来
た
の
は
、
希
だ
っ
た
。

「
え
え
〜
、
希
先
輩
!?
」

「
絵
里
先
輩
・
・
・
、・
・
・
す
ご
い
、
超
能
力
者
?
」

　
凛
と
花
陽
が
び
っ
く
り
す
る
。

「
希
、
手
伝
っ
て
く
れ
る
約
束
は
?
」

「
少
し
遅
れ
て
も
大
丈
夫
か
と
思
っ
た
ん
や
・
・
・
。
ご
め
ん
、
え
り
ち
。」

　
希
が
両
手
を
合
わ
せ
て
絵
里
に
あ
や
ま
る
。

「
全
く
・
・
・
、
ま
あ
、
あ
な
た
が
遅
れ
る
の
は
予
想
済
み
ね
。」

　
絵
里
は
呆
れ
た
よ
う
だ
。

（
だ
か
ら
、
花
陽
や
凛
の
次
は
あ
な
た
か
な
と
予
想
で
き
た
の
よ
。）

「
絵
里
先
輩
に
あ
て
ら
れ
ち
ゃ
っ
た
ニ
ャ
ー
。」

　　
凛
は
悔
し
さ
か
ら
か
、
語
尾
に
「
に
ゃ
」
を
つ
け
る
、
昔
の
ク
セ
が
で
た
。

「
ち
ょ
っ
と
、
残
念
で
す
・
・
・
。」

　
花
陽
も
ガ
ッ
カ
リ
す
る
。

「
何
や
っ
と
っ
た
ん
や
。」

　
希
が
絵
里
に
訪
ね
よ
う
と
す
る
と

「
や
っ
と
着
い
た
わ
。」

　
真
姫
が
到
着
し
た
。

「
フ
フ
フ
、
真
姫
の
順
番
ま
で
当
て
た
わ
。」

　
絵
里
は
、
こ
こ
ま
で
全
員
を
当
て
て
い
る
。

「
何
の
真
似
で
す
か
、
絵
里
先
輩
。」

　
真
姫
は
、
ジ
ト
目
で
絵
里
を
見
る
。

「
真
姫
ち
ゃ
ん
、
キ
レ
イ
・
・
・
。」

　
花
陽
が
、
目
を
キ
ラ
キ
ラ
さ
せ
る
。

「
大
人
っ
ぽ
く
て
、
凛
や
か
よ
ち
ん
と
同
い
年
に
見
え
な
い
。
絵
里
先
輩
と
同
格

17



に
見
え
る
よ
。」

　
凛
も
、
う
っ
と
り
し
た
表
情
だ
が
、
言
っ
て
い
る
こ
と
は
ア
ホ
だ
。

「
凛
、
そ
れ
、
ほ
め
て
る
の
?
」

　
真
姫
は
、
凛
に
突
っ
込
み
を
入
れ
る
。

「
そ
う
言
え
ば
え
り
ち
。
さ
っ
き
か
ら
当
て
た
と
か
、
外
し
た
と
か
何
の
こ
と
や

?
」

　
希
が
気
に
な
っ
た
よ
う
だ
。

「
そ
れ
は
ね
・
・
・
。」

　
絵
里
が
、
メ
ン
バ
ー
の
来
る
順
番
を
賭
け
て
い
た
こ
と
を
説
明
す
る
と

「
面
白
そ
う
や
ん
、
ウ
チ
も
乗
る
で
。」

「
せ
っ
か
く
だ
か
ら
、
私
も
や
っ
て
み
る
わ
。」

　
希
と
真
姫
も
同
じ
ル
ー
ル
で
乗
る
。

「
今
度
は
私
が
先
攻
ね
。
・
・
・
穂
乃
果
、
こ
と
り
、
海
未
、
最
後
が
に
こ
ね
。」

「
じ
ゃ
あ
、
ウ
チ
は
に
こ
っ
ち
、
穂
乃
果
ち
ゃ
ん
、
こ
と
り
ち
ゃ
ん
、
海
未
ち
ゃ
ん

や
。」

「
私
は
、
海
未
先
輩
、
こ
と
り
先
輩
、
に
こ
先
輩
、
穂
乃
果
先
輩
に
し
て
お
く
わ
。」

　
絵
里
、
希
、
真
姫
の
順
番
で
予
想
す
る
。
さ
っ
き
外
し
た
凛
、
花
陽
は
参
加
し

な
い
。

　
希
は
ア
イ
シ
ャ
ド
ー
も
着
け
て
、
髪
も
学
生
時
代
と
は
違
っ
て
お
ろ
し
て
い

た
。
バ
ー
に
出
勤
し
て
も
あ
ま
り
違
和
感
は
な
い
。

　
一
方
、
真
姫
は
大
人
び
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
が
そ
の
ま
ま
出
て
き
た
よ
う

な
服
装
だ
っ
た
。
高
校
時
代
の
ギ
ャ
ル
っ
ぽ
い
感
じ
は
、
今
の
真
姫
に
は
な
か
っ

た
。

（
二
人
と
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
が
よ
く
出
て
い
る
わ
。）

　
高
校
時
代
か
ら
オ
シ
ャ
レ
に
気
を
使
っ
て
い
た
真
姫
は

　
、
研
修
医
と
言
う
非
常
に
忙
し
い
中
に
あ
っ
て
も
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
チ
ェ
ッ

ク
は
要
領
よ
く
や
っ
て
い
た
の
だ
。

　
希
の
方
は
、
仕
事
柄
予
想
で
き
る
内
容
だ
っ
た
。
今
の
職
業
に
つ
い
た
の
に

も
、
彼
女
の
言
う
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
パ
ワ
ー
が
は
た
ら
い
た
か
ら
か
も
し
れ
な

い
。
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第
８
話

　　
約
束
の
時
間
を
少
し
越
え
て

「
ゴ
メ
ン
、
み
ん
な
待
っ
た
。」

「
ち
ょ
っ
と
遅
れ
ち
ゃ
っ
た
ね
。」　

「
全
く
、
穂
乃
果
は
!
肝
心
な
時
に
寝
坊
す
る
な
ん
て
。」

　
高
坂
穂
乃
果
、
南
こ
と
り
、
園
田
海
未
が
揃
っ
て
や
っ
て
き
た
。

「
３
人
と
も
お
久
し
ぶ
り
ね
。」

　
絵
里
が
笑
顔
で
出
迎
え
る
。

「
穂
乃
果
ち
ゃ
ん
達
、
遅
か
っ
た
な
あ
。
久
し
ぶ
り
に
ワ
シ
ワ
シ
し
た
ろ
か
?
」

「
全
く
、
こ
う
い
う
時
に
遅
刻
す
る
な
ん
て
、
ひ
ど
い
ん
じ
ゃ
な
い
?
」

　
外
し
た
希
と
真
姫
は
、
不
機
嫌
だ
。

「
み
ん
な
、
ゴ
メ
ン
ね
。」

　
こ
と
り
が
周
囲
に
謝
る
。

「
穂
乃
果
が
夜
更
か
し
し
た
せ
い
で
す
よ
。」

　
海
未
が
、
遅
れ
た
理
由
を
愚
痴
と
と
も
に
説
明
す
る
。

「
だ
っ
て
、
商
品
開
発
も
考
え
な
い
と
い
け
な
い
ん
だ
も
ん
。」

　
穂
乃
果
は
言
い
訳
に
終
始
す
る
。

（
こ
の
３
人
が
一
番
変
わ
っ
て
な
い
わ
ね
。）

　
絵
里
は
、
高
校
時
代
の
穂
乃
果
、
こ
と
り
、
海
未
を
思
い
出
し
て
い
た
。

　
穂
乃
果
の
服
装
は
、
普
通
の
女
性
用
の
ス
ー
ツ
で
あ
っ
た
。
髪
型
も
、
高
校
生

時
代
と
変
わ
ら
な
い
。

　
こ
と
り
は
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
ら
し
く
、
彼
女
に
も
っ
と
も
よ
く

合
っ
た
ゆ
る
ふ
わ
系
の
服
装
だ
っ
た
。

　
そ
の
た
め
か
、
真
姫
よ
り
年
下
に
見
え
る
。
む
し
ろ
、
凛
に
近
い
感
じ
だ
。

　
一
方
、
海
未
は
桜
色
の
着
物
姿
だ
。
家
庭
の
事
情
で
、
大
学
卒
業
後
は
、
毎
日

和
服
で
生
活
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
格
好
に
慣
れ
た
の
だ
。
髪
止
め
も
し
て
い

る
。

「
ハ
ラ
シ
ョ
ー
、
海
未
、
す
ご
く
似
合
っ
て
る
わ
。」

　
絵
里
は
、
日
本
の
伝
統
美
に
思
わ
ず
感
嘆
し
た
。

「
海
未
先
輩
、
す
ご
く
キ
レ
イ
。
大
人
の
人
感
バ
リ
バ
リ
。」
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凛
も
大
人
な
の
だ
が
、
そ
れ
を
感
じ
さ
せ
な
い
。

「
そ
ん
な
・
・
・
。
凛
も
絵
里
も
決
ま
っ
て
ま
す
よ
。」

　
そ
う
言
い
な
が
ら
も
、
海
未
は
ま
ん
ざ
ら
で
も
な
い
様
子
だ
。

「
さ
て
、
希
、
真
姫
。
賭
け
の
件
は
忘
れ
て
い
な
い
わ
よ
ね
。」

　
さ
っ
き
の
賭
け
も
、
絵
里
の
一
人
勝
ち
だ
。

「
に
こ
っ
ち
に
は
ガ
ッ
カ
リ
や
。
こ
ん
な
大
事
な
日
に
遅
れ
て
く
る
な
ん
て
。
あ

と
で
ワ
シ
ワ
シ
や
。」

　
希
は
手
を
わ
し
づ
か
み
の
形
に
し
た
ポ
ー
ズ
を
取
る
。

「
全
く
、
３
人
揃
っ
て
来
る
な
ん
て
予
想
つ
か
な
か
っ
た
わ
。」

　
真
姫
も
悔
し
そ
う
だ
。

「
高
校
１
年
ま
で
ぼ
っ
ち
だ
っ
た
真
姫
に
は
難
し
か
っ
た
よ
う
ね
。」

　
絵
里
が
意
地
悪
な
笑
み
を
浮
か
べ
る
。

「
ぼ
っ
ち
っ
て
言
わ
な
い
!
」

　
真
姫
が
す
ね
る
。

　　
し
ば
ら
く
し
て

「
に
っ
こ
に
っ
こ
に
ー
。
み
ん
な
の
矢
澤
に
こ
が
、
主
人
公
の
法
則
で
、
遅
れ
て

や
っ
て
き
た
わ
よ
ー
。
遅
れ
て
ゴ
メ
ー
ン
。」

　
ア
イ
ド
ル
研
究
部
の
初
代
部
長
に
し
て
、
絵
里
の
同
級
生
、
矢
澤
に
こ
が
ラ
ス

ト
に
や
っ
て
き
た
。

「
何
が
主
人
公
や
、
遅
れ
て
き
よ
っ
て
か
ら
に
。
そ
ん
な
子
は
ワ
シ
ワ
シ

や
ー
ー
ー
ー
!
」

「
き
ゃ
あ
ー
ー
ー
ー
!!!
ワ
シ
ワ
シ
は
勘
弁
!
」

　
希
が
追
っ
か
け
、
に
こ
が
逃
げ
る
展
開
に
な
っ
た
。

「
全
く
、
イ
ミ
ワ
カ
ン
ナ
イ
。」　

　
真
姫
が
久
し
ぶ
り
に
「
イ
ミ
ワ
カ
ン
ナ
イ
」
を
使
っ
た
。
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第
９
話
　
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
　
１

　「
こ
れ
か
ら
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
開
け
る
わ
。」

　
絵
里
は
、
メ
ン
バ
ー
を
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
の
位
置
に
案
内
す
る
。

「
じ
ゃ
あ
、
開
け
る
わ
ね
。」

　
絵
里
は
、
そ
う
言
う
と
、
１
つ
め
の
思
い
出
の
品
を
取
り
出
し
た
。

「
・
・
・
こ
れ
は
、
ｉ
─
Ｐ
ｏ
ｄ
。」

「
い
き
な
り
、
私
の
も
の
か
ら
か
・
・
・
。」

　
ｉ
─
Ｐ
ｏ
ｄ
を
埋
め
た
の
は
真
姫
だ
っ
た
。

「
そ
こ
に
は
、
私
が
μ
'
ｓ
で
作
っ
た
曲
が
入
っ
て
い
る
の
。
・
・
・
９
人
で
歌
っ

た
曲
か
ら
、
私
１
人
で
歌
っ
た
曲
ま
で
ね
。」

　
真
姫
は
、
μ
'
ｓ
の
作
曲
も
し
て
き
た
。
全
部
と
な
れ
ば
、
Ｃ
Ｄ
何
枚
分
に
も

な
る
だ
ろ
う
。

『
音
楽
が
好
き
』

　
真
姫
が
μ
'
ｓ
に
入
っ
て
音
楽
活
動
を
し
て
き
た
理
由
だ
。

「
真
姫
ち
ゃ
ん
っ
て
、
本
当
に
音
楽
が
好
き
な
ん
だ
ね
。
自
分
に
あ
て
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
ま
で
音
楽
だ
な
ん
て
。」

　
凛
が
優
し
く
微
笑
む
。

「
そ
う
ね
・
・
・
。
研
修
医
も
終
わ
る
頃
の
私
に
あ
て
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
は
最

高
だ
っ
た
わ
。」

　
１
０
年
後
を
予
想
し
て
、
思
い
出
の
品
を
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
に
詰
め
た
真
姫
。

　
そ
こ
に
は
、
当
時
高
校
１
年
生
と
は
思
え
な
い
深
い
考
え
が
あ
っ
た
。

　「
じ
ゃ
あ
、
次
は
・
・
・
、・
・
・
ノ
ー
ト
ね
・
・
・
。
・
・
・
イ
ラ
ス
ト
ブ
ッ
ク

か
・
・
・
。」

「
そ
れ
は
、
私
の
。」

　
こ
と
り
の
ノ
ー
ト
だ
っ
た
。

「
中
身
は
、・
・
・
当
時
書
き
留
め
て
お
い
た
、
μ
'
ｓ
の
衣
裳
の
原
案
だ
よ
。」

　
こ
と
り
は
み
ん
な
に
見
え
る
よ
う
に
衣
裳
の
デ
ザ
イ
ン
を
見
せ
た
。

「
衣
裳
っ
て
、
こ
ん
な
に
あ
っ
た
の
ね
。
ち
な
み
に
、
こ
れ
っ
て
、
コ
ピ
ー
と
か
は

と
っ
た
の
?
」

21



　
衣
裳
に
興
味
を
持
つ
辺
り
、
何
だ
か
ん
だ
言
っ
て
、
真
姫
も
女
子
だ
。

「
う
う
ん
、
と
っ
て
な
い
よ
。
こ
う
い
う
の
っ
て
、
流
行
り
廃
り
も
あ
る
し
、
前
の

ア
イ
デ
ィ
ア
が
後
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
邪
魔
す
る
こ
と
も
あ
る
ん
だ
。」

　　
こ
と
り
が
１
０
年
前
と
変
わ
ら
ぬ
柔
ら
か
ス
マ
イ
ル
で
返
事
し
た
。

「
わ
か
る
よ
、
こ
と
り
ち
ゃ
ん
。
私
も
ア
イ
デ
ィ
ア
を
ノ
ー
ト
に
取
っ
た
り
と
か

し
な
い
か
ら
。」

「
穂
乃
果
の
は
、
た
だ
単
に
面
倒
が
っ
て
取
ら
な
い
だ
け
で
し
ょ
。」

「
あ
ー
っ
、
海
未
ち
ゃ
ん
ひ
ど
い
よ
。」

　
穂
乃
果
と
海
未
は
相
変
わ
ら
ず
漫
才
を
し
て
い
る
。

「
私
は
、
こ
の
衣
裳
を
着
て
歌
う
の
が
楽
し
み
だ
っ
た
な
。」

『
歌
う
の
が
大
好
き
』

　
こ
と
り
が
ラ
ブ
ラ
イ
ブ
の
東
京
予
選
で
念
じ
た
言
葉
だ
。

　「
そ
れ
で
は
次
は
・
・
・
。
タ
ロ
ッ
ト
カ
ー
ド
・
・
・
、
と
言
う
こ
と
は
・
・
・
。」

「
う
ち
や
ね
。」

　
何
の
面
白
み
も
な
く
、
希
だ
っ
た
。

　「
希
、
な
ん
で
そ
ん
な
も
ん
埋
め
た
の
よ
。」

　
に
こ
が
つ
ま
ら
な
さ
そ
う
な
顔
を
す
る
。

「
な
ん
や
に
こ
っ
ち
、
ま
だ
仕
置
き
が
足
ら
ん
よ
う
や
な
。」

　
希
が
目
以
外
を
微
笑
ま
せ
な
が
ら
、
に
こ
を
み
る
。

「
だ
か
ら
、
わ
し
わ
し
は
い
い
っ
て
!
」

　
に
こ
が
な
い
胸
を
、
手
で
隠
す
。

「
こ
れ
は
な
、
音
ノ
木
坂
学
院
で
３
年
間
使
っ
て
い
た
タ
ロ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
。
音

ノ
木
坂
学
院
の
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
力
を
吸
収
し
た
特
別
の
品
や
で
。」

　
希
お
得
意
の
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
が
で
た
。

「
ま
あ
、
言
い
換
え
れ
ば
、
う
ち
の
学
校
の
日
々
を
見
守
っ
て
く
れ
た
カ
ー
ド
と
言

う
こ
と
や
。」

　
他
者
に
は
わ
か
り
に
く
い
が
、
と
に
か
く
希
に
と
っ
て
は
大
事
な
も
の
と
言
う

こ
と
だ
。
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『
こ
の
毎
日
が
大
好
き
』

　
希
は
、
い
い
こ
と
が
あ
っ
た
時
も
、
嫌
な
こ
と
が
あ
っ
た
時
も
、
常
に
そ
う
感

じ
て
生
き
て
き
た
。

　「
気
を
取
り
直
し
て
・
・
・
、
こ
の
衣
裳
は
?
」

「
そ
れ
、
凛
の
だ
。
確
か
、
当
時
の
２
年
生
の
人
達
が
修
学
旅
行
中
だ
っ
た
時
の
。」

　
そ
れ
は
凛
が
女
の
子
と
し
て
開
花
す
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
イ
ベ
ン
ト
ラ
イ

ブ
の
衣
裳
だ
。

「
あ
の
時
は
、凛
ち
ゃ
ん
も
な
か
な
か
衣
裳
を
着
よ
う
と
し
な
か
っ
た
よ
ね
。
・・・

や
っ
ぱ
り
、
昔
男
の
子
達
に
言
わ
れ
た
こ
と
を
気
に
し
て
た
よ
ね
。」

　
花
陽
は
、
当
時
の
こ
と
を
思
い
出
し
た
。

「
あ
の
時
、
凛
が
着
る
よ
り
か
よ
ち
ん
が
着
た
方
が
似
合
う
と
思
っ
た
の
は
、
本
当

だ
よ
。
で
も
、
だ
か
ら
こ
そ
か
よ
ち
ん
と
真
姫
ち
ゃ
ん
が
背
中
を
押
し
て
く
れ
た

時
は
嬉
し
か
っ
た
。
こ
ん
な
に
凛
を
応
援
し
て
く
れ
る
ん
だ
な
あ
っ
て
。」

　
凛
は
話
な
が
ら
、
目
に
涙
を
浮
か
べ
て
い
た
。

「
凛
ち
ゃ
ん
・
・
・
。
・
・
・
だ
っ
て
、
私
達
は
ず
っ
と
仲
間
じ
ゃ
な
い
・
・
・
。

こ
れ
か
ら
も
支
え
あ
っ
て
い
こ
う
よ
。」

　
凛
と
幼
稚
園
の
頃
か
ら
一
緒
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
歩
ん
で
か
ら
も
、
ず
っ
と

連
絡
を
と
っ
て
は
会
っ
て
い
る
花
陽
な
ら
で
は
の
セ
リ
フ
だ
。

「
こ
の
服
は
入
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
い
つ
か
ま
た
こ
う
い
う
服
を
着
て

踊
り
た
い
な
。」

　
凛
は
、
う
っ
と
り
し
た
笑
顔
を
服
に
向
け
て
い
た
。

『
踊
る
の
が
大
好
き
』

　
凛
は
、
自
分
を
か
わ
い
く
見
せ
た
い
と
言
う
気
持
ち
を
、
こ
の
メ
ン
バ
ー
の
中

で
も
、
誰
よ
り
も
強
く
持
っ
て
い
た
。
・
・
・
い
や
、
今
も
持
っ
て
い
る
。

　「
佳
境
に
入
っ
て
き
た
わ
ね
・
・
・
。
・
・
・
次
は
、
所
々
傷
ん
だ
扇
子
・
・
・
。」

「
私
の
で
す
ね
。」

　
海
未
の
も
の
だ
と
言
う
こ
と
は
み
ん
な
わ
か
る
。

「
μ
'
ｓ
に
は
直
接
関
係
な
い
も
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
は
私
が
２
年
生

ま
で
使
っ
て
い
た
扇
子
で
す
。」
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つ
ま
り
、
海
未
が
μ
'
ｓ
時
代
ま
で
使
っ
て
い
た
扇
子
と
言
う
こ
と
に
な
る
。

　「
普
通
、
こ
の
よ
う
な
扇
子
は
捨
て
る
の
も
の
で
す
が
、
こ
れ
は
私
に
と
っ
て
は
努

力
の
結
晶
で
し
た
。
で
は
、
一
つ
舞
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。」

　
海
未
は
、
そ
う
い
う
と
、
日
舞
の
一
つ
で
歌
い
な
が
ら
舞
う
、
曲
舞
（
く
せ
ま

い
）
を
一
曲
舞
っ
た
。

　
一
同
、
海
未
の
舞
う
姿
に
見
惚
れ
る
。
和
装
で
あ
る
こ
と
が
、
よ
り
舞
を
引
き

立
て
る
。

「
言
葉
よ
り
も
行
動
で
語
る
の
が
、
海
未
ら
し
い
わ
ね
・
・
・
。」

　
絵
里
は
、
ぼ
う
っ
と
し
な
が
ら
も
、
冷
静
な
分
析
は
忘
れ
な
か
っ
た
。

「
さ
す
が
海
未
ち
ゃ
ん
や
な
あ
。
こ
こ
ま
で
精
神
的
な
力
を
感
じ
る
舞
は
、
日
頃

の
努
力
の
結
晶
や
。」

　
希
に
し
て
は
、
珍
し
く
真
面
目
な
ま
と
め
方
を
し
た
の
で
、
他
の
メ
ン
バ
ー
は

う
な
ず
い
て
黙
っ
た
。

『
が
ん
ば
る
の
が
大
好
き
』

　
海
未
は
、
そ
れ
を
言
葉
で
語
る
よ
り
も
、
表
現
す
る
こ
と
で
み
ん
な
に
伝
え
て

い
た
。
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第
１
０
話
　
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
　
２

　「
海
未
の
舞
の
次
は
・・・
、
あ
ら
、
こ
れ
は
『
μ
'
ｓ
』
と
書
か
れ
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
?
」

「
フ
ッ
フ
ッ
フ
ッ
フ
。
い
よ
い
よ
に
こ
に
ー
の
も
の
が
出
て
き
た
わ
ね
。」

　
こ
れ
は
に
こ
の
も
の
だ
っ
た
。

「
そ
れ
に
し
て
も
絵
里
。
気
が
利
か
な
い
わ
ね
。
主
役
は
最
後
っ
て
、
言
っ
て
い

る
で
し
ょ
。」

　
に
こ
が
文
句
を
垂
れ
る
。

「
時
間
に
遅
れ
て
く
る
主
役
も
ど
う
か
と
思
い
ま
す
よ
。」

　
真
姫
が
突
っ
込
み
を
入
れ
る
。

「
う
っ
さ
い
!
」

　
に
こ
が
す
ね
た
よ
う
に
言
う
。

「
に
こ
先
輩
・
・
・
。
・
・
・
こ
の
中
身
は
何
で
す
か
?
」

　
花
陽
が
中
身
を
気
に
す
る
。

「
い
い
反
応
ね
、
花
陽
。
さ
す
が
は
私
の
後
継
者
に
ふ
さ
わ
し
い
わ
。」

　
に
こ
が
機
嫌
を
直
す
。

「
こ
れ
は
ね
、
私
を
中
心
と
し
た
μ
'
ｓ
全
部
の
ラ
イ
ブ
映
像
よ
、
ラ
イ
ブ
映
像

!
」

　
に
こ
が
得
意
気
に
語
る
。
別
に
、
に
こ
が
セ
ン
タ
ー
に
な
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど

な
か
っ
た
が
。

「
ま
あ
、
に
こ
が
入
っ
た
後
だ
か
ら
、
最
初
の
方
は
絵
里
や
希
は
い
な
い
わ
ね
。」

　
に
こ
が
え
り
の
ぞ
の
方
を
見
な
が
ら
言
う
。

「
希
、
に
こ
へ
の
わ
し
わ
し
、
手
伝
っ
て
あ
げ
よ
う
か
?
」

「
そ
う
や
ね
、
に
こ
っ
ち
の
胸
は
大
き
く
し
て
あ
げ
た
い
し
。」

「
あ
ん
た
達
、
根
に
持
ち
す
ぎ
。」

　
え
り
の
ぞ
に
こ
漫
才
が
炸
裂
す
る
。
　

「
に
こ
先
輩
が
、
μ
'
ｓ
の
ラ
イ
ブ
映
像
を
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
に
入
れ
る
な
ん
て
。

本
当
に
ア
イ
ド
ル
が
好
き
だ
っ
た
ん
だ
。」

「
今
も
よ
!
過
去
形
に
し
な
い
。」

　
凛
の
感
想
に
ダ
メ
出
し
す
る
に
こ
。

「
に
こ
先
輩
は
、
介
護
士
の
専
門
学
校
に
行
く
傍
ら
、
ア
イ
ド
ル
も
目
指
し
て
い
ま
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し
た
か
ら
ね
。」

　
海
未
が
に
こ
の
卒
業
後
の
話
を
す
る
。

「
結
局
、
介
護
士
と
し
て
、
高
齢
者
や
障
害
者
の
ア
イ
ド
ル
に
な
っ
た
わ
ね
。」

　
真
姫
が
、
笑
い
な
が
ら
言
う
。

「
ふ
ん
!
勤
務
先
の
社
長
の
息
子
の
心
ま
で
射
止
め
た
ア
イ
ド
ル
な
ん
だ
か
ら
ね

!
わ
か
っ
た
、
絵
里
!
」

　
に
こ
が
絵
里
の
方
を
向
く
。

「
な
に
よ
、
現
実
に
戻
さ
な
く
た
っ
て
い
い
じ
ゃ
な
い
!
」

「
ふ
ふ
ー
ん
、
に
こ
は
死
ぬ
ま
で
ア
イ
ド
ル
よ
。」

　
文
句
を
言
う
絵
里
に
、
勝
ち
誇
る
に
こ
。

『
ア
イ
ド
ル
が
好
き
』

　
に
こ
は
生
涯
、
ア
イ
ド
ル
・
・
・
偶
像
と
し
て
の
道
を
貫
く
つ
も
り
だ
。

　「
次
は
・
・
・
炊
飯
器
?
」

　
絵
里
は
、
何
だ
こ
れ
は
?
と
言
う
顔
を
す
る
。

「
そ
、
そ
れ
は
・
・
・
私
の
・
・
・
。」

　
炊
飯
器
を
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
に
入
れ
る
と
言
う
珍
事
を
成
し
遂
げ
た
の
は
花

陽
だ
っ
た
。

「
な
ん
で
炊
飯
器
な
の
?
」

　
み
ん
な
を
代
表
し
て
、
穂
乃
果
が
質
問
す
る
。

「
て
か
、
炊
飯
器
く
ら
い
ど
こ
の
だ
っ
て
同
じ
で
し
ょ
う
。」

　
に
こ
が
呆
れ
た
よ
う
に
言
う
。

「
に
こ
先
輩
、
そ
う
い
う
こ
と
言
っ
ち
ゃ
ダ
メ
だ
よ
。」

　
今
度
は
凛
が
ダ
メ
出
し
を
す
る
。

「
こ
れ
は
・
・
・
、
μ
'
ｓ
用
に
持
ち
込
ん
だ
炊
飯
器
な
の
。
・
・
・
み
ん
な
で
ご

飯
を
食
べ
た
思
い
出
の
・
・
・
。」

　
花
陽
が
ア
ヘ
顔
で
説
明
す
る
。

「
・
・
・
花
陽
、
そ
の
顔
は
や
め
な
さ
い
。
い
い
話
が
台
無
し
よ
。」

　
真
姫
が
ド
ン
引
き
し
た
表
情
で
突
っ
込
み
を
入
れ
る
。

「
・
・
・
は
、
ゴ
メ
ン
・
・
・
。」

　
花
陽
が
我
に
戻
る
。
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「
花
陽
は
、
本
当
に
ご
飯
が
好
き
な
ん
で
す
ね
。
そ
れ
で
こ
そ
、
日
本
人
で
す
。」

　
海
未
も
、
基
本
的
に
主
食
は
ご
飯
だ
。

「
・
・
・
そ
れ
で
、
大
好
き
な
μ
'
ｓ
の
メ
ン
バ
ー
と
一
緒
に
・
・
・
、
こ
れ
で
炊

い
た
ご
飯
を
、
ま
た
食
べ
た
い
な
あ
っ
て
思
っ
た
の
・
・
・
。」

　
好
き
な
食
べ
物
が
「
ご
飯
」
で
あ
る
花
陽
な
ら
で
は
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
だ
。

「
さ
っ
き
凛
ち
ゃ
ん
が
背
中
を
押
し
て
も
ら
っ
た
っ
て
話
を
し
て
く
れ
た
け
ど
、

私
も
μ
'
ｓ
に
入
る
時
は
凛
ち
ゃ
ん
や
真
姫
ち
ゃ
ん
に
背
中
を
押
し
て
も
ら
っ

た
よ
。
・
・
・
そ
の
後
も
、
み
ん
な
に
は
お
世
話
に
な
っ
た
し
・
・
・
。」

　
花
陽
も
感
極
ま
り
、
目
に
涙
を
浮
か
べ
る
。

「
そ
れ
は
、
私
達
も
お
ん
な
じ
だ
よ
。
ね
、
み
ん
な
。」

　
こ
と
り
が
そ
う
言
う
と
、
他
の
７
人
も
微
笑
み
な
が
ら
、
無
言
で
う
な
ず
い
た
。

『
メ
ン
バ
ー
が
大
好
き
』

　
花
陽
は
、
独
特
の
ア
イ
テ
ム
で
饒
舌
に
語
る
。

　「
い
よ
い
よ
、
大
詰
め
に
入
る
わ
ね
。
・
・
・
穂
乃
果
、
何
か
し
ら
、
こ
の
布
?
」

「
え
、
そ
れ
は
私
の
だ
け
ど
、
何
で
わ
か
っ
た
ん
で
す
か
?
」

　
布
は
絵
里
の
も
の
で
な
い
以
上
、
当
然
残
っ
た
穂
乃
果
し
か
い
な
い
。

（
さ
す
が
、
あ
ほ
の
か
・
・
・
。）

　
絵
里
が
苦
笑
し
た
。

「
あ
ー
っ
、
絵
里
先
輩
、
今
失
礼
な
こ
と
を
考
え
ま
せ
ん
で
し
た
?
」

　
ア
ホ
の
子
で
も
多
少
は
人
の
感
情
は
読
め
る
よ
う
だ
。

「
気
の
せ
い
よ
、
気
の
せ
い
。」

　
絵
里
が
苦
笑
し
た
ま
ま
返
す
。

「
も
う
少
し
、
穂
乃
果
に
は
洞
察
力
が
必
要
で
す
ね
。」

　
海
未
は
ボ
ソ
ッ
と
言
っ
た
。

「
海
未
ち
ゃ
ん
、
何
か
言
っ
た
?
」

「
別
に
。」

　
穂
乃
果
の
追
及
を
軽
く
か
わ
す
海
未
。

「
ま
あ
い
い
や
。
・
・
・
海
未
ち
ゃ
ん
、
こ
っ
ち
持
っ
て
・
・
・
。
こ
れ
っ
て
広
げ

る
と
ね
・
・
・
、
μ
'
ｓ
の
旗
に
な
る
ん
だ
。」
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穂
乃
果
と
海
未
が
広
げ
る
と
、
そ
こ
に
は
『
μ
'
ｓ
』
の
文
字
が
大
き
く
書
い

て
あ
っ
た
。

「
最
初
は
、
棒
ご
と
埋
め
よ
う
か
と
思
っ
た
ん
だ
け
ど
ね
・
・
・
。」

「
あ
ん
た
、
ほ
ん
と
に
ア
ホ
ね
・
・
・
。」

　
穂
乃
果
の
話
に
呆
れ
る
に
こ
。
表
情
だ
け
な
ら
、
穂
乃
果
以
外
全
員
あ
き
れ
て

い
る
。

「
ま
あ
ま
あ
に
こ
っ
ち
。
穂
乃
果
ち
ゃ
ん
の
は
、
ま
さ
に
μ
'
ｓ
の
タ
イ
ム
カ
プ

セ
ル
に
ふ
さ
わ
し
い
中
身
や
な
い
か
。」

　
希
が
命
名
し
た
μ
'
ｓ
。
そ
の
象
徴
的
な
ア
イ
テ
ム
に
こ
う
し
て
再
開
で
き

た
こ
と
は
、
希
に
と
っ
て
は
自
分
の
も
の
以
上
に
嬉
し
か
っ
た
。

「
μ
'
ｓ
で
セ
ン
タ
ー
を
一
番
多
く
や
っ
て
き
た
穂
乃
果
ち
ゃ
ん
な
ら
で
は
だ

ね
・
・
・
。」

　
こ
と
り
が
ク
ス
リ
と
柔
ら
か
く
微
笑
む
。

「
こ
う
し
て
見
る
と
・
・
・
、
μ
'
ｓ
っ
て
、
再
結
成
し
そ
う
な
勢
い
だ
ね
・
・
・
。」

　
花
陽
の
頭
の
ネ
ジ
が
外
れ
か
け
て
い
る
よ
う
だ
。

「
じ
ゃ
あ
、
い
っ
そ
、
再
結
成
だ
に
ゃ
ー
っ
!
」

　
凛
が
勢
い
で
言
う
。

「
・
・
・
っ
て
、
私
は
無
理
よ
。
研
修
医
が
終
わ
っ
て
も
忙
し
い
の
に
は
変
わ
り
な

い
ん
だ
か
ら
。」

　
真
姫
は
冷
静
に
突
っ
込
む
。

『
μ
'
ｓ
が
大
好
き
』

　
穂
乃
果
は
、
ど
ん
な
こ
と
も
ス
ト
レ
ー
ト
に
表
現
し
た
。

　「
最
後
に
、・
・
・
私
ね
。」

　
絵
里
の
ア
イ
テ
ム
は
、
音
ノ
木
坂
学
院
の
校
舎
を
バ
ッ
ク
に
し
た
写
真
だ
。

　
そ
こ
に
は
、
μ
'
ｓ
の
メ
ン
バ
ー
だ
け
で
は
な
い
。
絵
里
の
妹
亜
里
沙
や
穂
乃

果
の
妹
雪
穂
、
さ
ら
に
は
μ
'
ｓ
を
影
で
支
え
て
き
た
メ
ン
バ
ー
が
写
っ
て
い

た
。

「
こ
れ
は
、
え
り
ち
の
呼
び
掛
け
で
撮
っ
た
写
真
や
な
。」

「
そ
う
よ
、
廃
校
阻
止
の
た
め
に
特
に
動
い
て
く
れ
た
メ
ン
バ
ー
と
喜
び
を
か
み

し
め
た
か
っ
た
の
。」
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絵
里
は
、
一
年
の
後
半
か
ら
生
徒
会
活
動
に
携
わ
り
、
迫
り
来
る
廃
校
の
危
機

に
直
面
し
て
き
た
。

　
そ
の
想
い
が
強
す
ぎ
る
あ
ま
り
、
素
人
の
集
団
だ
っ
た
μ
'
ｓ
に
は
、
最
初
は

強
い
抵
抗
が
あ
っ
た
。

　
や
が
て
、
μ
'
ｓ
も
同
士
で
あ
る
こ
と
を
受
け
入
れ
る
と
、
絵
里
は
誰
よ
り
も

積
極
的
に
活
動
し
た
。

　
ち
な
み
に
、
絵
里
達
の
卒
業
後
に
廃
校
の
危
機
が
起
こ
る
が
、
そ
れ
は
別
の
話
。

『
学
校
が
大
好
き
』

　
絵
里
が
、
音
ノ
木
坂
学
院
を
誰
よ
り
も
愛
し
て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
。
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原
点
と
夢

第
１
１
話
　
原
点
　
１

　　
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
も
開
け
終
わ
っ
た
後
、
絵
里
が
メ
ン
バ
ー
を
集
め
る
。

「
ま
ず
、
凛
、
花
陽
、
希
、
真
姫
。
約
束
は
忘
れ
て
い
な
い
わ
よ
ね
。」

　
絵
里
は
、
四
人
に
確
認
す
る
。

「
な
・
・
・
、
何
を
す
る
ん
で
す
か
?
」

「
あ
ん
ま
り
酷
い
と
、・
・
・
凛
達
泣
い
ち
ゃ
う
に
ゃ
ー
。」

　
花
陽
が
怯
え
た
よ
う
に
、
凛
が
若
干
ふ
ざ
け
た
よ
う
に
言
う
。

「
ア
イ
ド
ル
研
究
部
の
た
め
に
、
ち
ょ
っ
と
時
間
を
と
っ
て
も
ら
う
だ
け
よ
。」

　
絵
里
が
、
凛
と
花
陽
を
な
だ
め
る
よ
う
に
説
明
す
る
。

「
み
ん
な
に
や
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
結
論
か
ら
言
え
ば
、
み
ん
な
に
μ
'
ｓ
結
成

＆
解
散
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
て
も
ら
い
た
い
の
よ
。」

　
絵
里
の
頼
み
ご
と
は
こ
れ
だ
。
負
け
て
い
た
ら
、
企
画
は
絵
里
の
頭
の
中
に
し

か
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
。

「
え
り
ち
、
何
で
そ
ん
な
こ
と
を
す
る
ん
や
?
」

　
疑
問
を
口
に
し
た
の
は
希
だ
が
、
ま
あ
、
誰
で
も
そ
う
思
う
だ
ろ
う
。

「
今
の
ア
イ
ド
ル
研
究
部
に
原
点
を
思
い
出
さ
せ
る
た
め
よ
。」

　
絵
里
が
結
論
を
先
に
述
べ
る
。

「
ま
ず
は
、
今
の
ア
イ
ド
ル
研
究
部
の
状
況
を
簡
単
に
説
明
す
る
わ
。」

「
今
の
ア
イ
ド
ル
研
究
部
は
、
音
ノ
木
坂
学
院
で
は
花
形
の
部
活
の
一
つ
な
の
。」

「
ス
ク
ー
ル
ア
イ
ド
ル
と
、
そ
れ
を
支
え
る
裏
方
と
に
ハ
ッ
キ
リ
分
か
れ
る
仕
組

み
に
な
り
、
ア
イ
ド
ル
は
選
抜
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。」

　
こ
こ
ま
で
の
説
明
で
、
ア
イ
ド
ル
研
究
部
が
い
か
に
飛
躍
し
て
き
た
か
が
わ
か

る
。

「
ふ
ふ
ー
ん
、
ア
イ
ド
ル
研
究
部
が
そ
ん
な
に
成
長
す
る
と
は
、
創
設
者
と
し
て
は

鼻
が
高
い
わ
ね
。」

　
に
こ
が
ふ
ん
ぞ
り
返
る
。

「
そ
の
μ
'
ｓ
が
解
散
し
て
１
０
年
、
今
の
ア
イ
ド
ル
研
究
部
に
足
り
な
い
も
の

に
気
づ
い
た
の
。
そ
れ
は
、
原
点
と
も
言
う
べ
き
み
ん
な
で
支
え
合
う
心
。」
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絵
里
が
説
明
を
続
け
る
。

　「
支
え
合
う
心
・
・
・
で
す
か
?
」

　
こ
と
り
が
か
わ
い
く
首
を
か
し
げ
る
。

　「
一
番
わ
か
り
や
す
い
の
は
、『
ラ
ブ
ラ
イ
ブ
!
』
第
二
回
の
東
京
最
終
予
選
か
し

ら
。」

「
あ
の
日
は
、
学
校
の
説
明
会
と
重
な
っ
て
、
穂
乃
果
達
は
生
徒
会
と
の
関
係
で
遅

れ
て
き
た
わ
よ
ね
。」

　
絵
里
の
言
う
通
り
、
そ
の
日
は
大
雪
の
影
響
で
学
校
の
説
明
会
が
遅
れ
、
電
車

も
停
止
。
道
路
も
雪
が
積
も
っ
て
車
が
動
け
る
状
況
じ
ゃ
な
い
。

「
そ
こ
に
、
穂
乃
果
の
友
人
３
人
の
呼
び
掛
け
で
学
校
の
み
ん
な
で
雪
か
き
を
し

て
、
間
に
合
っ
た
訳
で
し
ょ
。
こ
う
い
う
の
っ
て
、
当
時
の
音
ノ
木
坂
な
ら
で
は

だ
と
思
う
の
。」

　
絵
里
の
言
う
通
り
、
ヒ
デ
コ
、
フ
ミ
コ
、
ミ
カ
の
呼
び
掛
け
が
あ
っ
て
、
学
校

の
全
員
で
雪
か
き
を
し
た
。
そ
の
彼
女
ら
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
歩
ん
で
い
る
。

「
当
時
優
勝
候
補
筆
頭
だ
っ
た
Ａ
─
ｒ
ｉ
ｓ
ｅ
に
勝
て
た
の
も
、
こ
の
出
来
事
が

あ
っ
て
、
全
員
が
心
を
一
つ
に
合
わ
せ
ら
れ
た
か
ら
だ
と
思
う
わ
。」

　
絵
里
は
、
あ
の
雪
が
μ
'
ｓ
に
、
天
が
与
え
て
く
れ
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
だ
と
信
じ

て
い
た
。

（
ま
あ
、
理
科
教
師
が
そ
ん
な
非
科
学
的
な
考
え
を
す
る
の
も
お
か
し
な
話
だ
け

ど
ね
。）

　
歴
史
に
『
も
し
も
』
は
な
い
と
言
う
が
、
普
通
に
考
え
れ
ば
、
結
成
し
て
半
年

強
の
グ
ル
ー
プ
が
、
優
勝
候
補
筆
頭
に
勝
つ
な
ん
て
冗
談
と
し
か
言
い
よ
う
が
な

い
だ
ろ
う
。

「
で
も
、
今
の
音
ノ
木
坂
学
院
ア
イ
ド
ル
研
究
部
に
は
そ
れ
が
な
い
。
普
通
の
ス

ク
ー
ル
ア
イ
ド
ル
の
強
豪
校
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
わ
。」

　
絵
里
が
現
状
を
嘆
く
よ
う
に
言
う
。

「
規
模
が
大
き
く
な
れ
ば
、
ど
う
し
て
も
全
員
が
一
致
団
結
し
に
く
く
な
る
の
は

し
ょ
う
が
な
い
わ
。」

　
真
姫
の
言
う
通
り
、
規
模
が
大
き
く
な
れ
ば
、
ど
う
し
て
も
目
が
行
き
届
か
な
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い
だ
ろ
う
。
現
実
、
真
姫
達
が
３
年
生
に
な
る
頃
に
は
そ
う
だ
っ
た
の
だ
か
ら
。

「
も
ち
ろ
ん
、
全
て
を
当
時
の
よ
う
に
や
れ
る
訳
で
は
な
い
わ
。
生
徒
だ
っ
て
多

様
性
が
あ
る
も
の
。
中
に
は
、
ス
ク
ー
ル
ア
イ
ド
ル
内
で
も
い
が
み
あ
い
が
発
生

し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
わ
。」

　
残
念
な
が
ら
、
今
の
音
ノ
木
坂
学
院
ア
イ
ド
ル
研
究
部
で
は
、
部
員
達
の
人
間

関
係
が
複
雑
に
な
り
、
一
致
団
結
と
は
言
い
難
い
。
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第
１
２
話
　
原
点
　
２

　「
で
も
、
た
だ
勝
て
ば
い
い
と
言
う
な
ら
、
音
ノ
木
坂
が
ス
ク
ー
ル
ア
イ
ド
ル
を
や

る
理
由
は
な
い
と
思
う
の
。
廃
校
は
阻
止
さ
れ
た
し
、
今
の
進
学
実
績
な
ら
何
も

問
題
は
な
い
。」

　
絵
里
に
と
っ
て
、
音
ノ
木
坂
学
院
の
ス
ク
ー
ル
ア
イ
ド
ル
が
、
単
な
る
学
校
宣

伝
の
道
具
に
さ
れ
る
こ
と
は
許
し
が
た
い
の
だ
。

「
少
な
く
と
も
、
音
ノ
木
坂
の
ア
イ
ド
ル
研
究
部
の
部
員
に
は
、『
み
ん
な
で
夢
を

叶
え
る
』
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
ほ
し
い
の
よ
。」

　
絵
里
が
ア
イ
ド
ル
研
究
部
の
顧
問
に
な
っ
た
理
由
は
こ
れ
だ
。

「
も
ち
ろ
ん
、
全
部
私
の
思
い
通
り
に
行
く
な
ん
て
思
わ
な
い
わ
。
特
に
、
相
手
は

生
徒
と
言
う
人
間
だ
か
ら
。」

　
絵
里
は
、
高
校
生
だ
っ
た
頃
の
自
分
や
周
囲
を
思
い
出
し
な
が
ら
語
る
。

「
私
達
の
経
験
な
ん
て
、
そ
ん
な
に
役
に
立
つ
も
の
で
し
ょ
う
か
?
」

　
海
未
は
自
信
な
さ
げ
だ
。

「
ア
イ
ド
ル
と
し
て
花
開
い
た
の
は
２
人
し
か
い
な
い
も
の
ね
。」

　
真
姫
は
、
に
こ
の
方
を
見
な
が
ら
言
う
。
に
こ
は
売
れ
な
い
ア
イ
ド
ル
で
終

わ
っ
て
い
た
。

「
真
姫
、
あ
な
た
が
一
生
独
身
で
あ
る
こ
と
を
願
っ
て
あ
げ
る
わ
よ
。」

　
に
こ
は
真
姫
を
呪
う
ポ
ー
ズ
を
取
る
。

「
に
こ
ま
き
、
痴
話
ゲ
ン
カ
は
後
に
し
な
さ
い
。」

　
絵
里
が
ま
と
め
て
た
し
な
め
る
。

「「
誰
が
痴
話
ゲ
ン
カ
よ
!
」」

　
に
こ
ま
き
か
ら
の
文
句
で
あ
っ
た
が
、
絵
里
は
無
視
す
る
。

「
そ
れ
に
海
未
、
む
し
ろ
ア
イ
ド
ル
に
な
ら
な
か
っ
た
人
の
話
の
方
が
部
員
に
は

役
立
つ
と
思
う
わ
。」

　
絵
里
は
、
海
未
の
疑
問
に
答
え
る
。

「
ア
イ
ド
ル
研
究
部
の
皆
が
ア
イ
ド
ル
志
望
と
言
う
わ
け
で
は
な
い
し
、
ア
イ
ド

ル
志
望
者
で
も
ア
イ
ド
ル
に
な
れ
な
か
っ
た
場
合
の
将
来
に
つ
い
て
考
え
る
材

料
に
は
な
る
わ
。」

　
絵
里
が
言
う
ま
で
も
な
く
、
ア
イ
ド
ル
と
し
て
開
花
す
る
の
は
さ
ら
に
難
し
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い
。
叶
わ
な
か
っ
た
場
合
を
考
え
さ
せ
る
の
も
必
要
な
教
育
だ
。

「
ア
イ
ド
ル
に
な
る
こ
と
し
か
考
え
て
い
な
い
子
の
中
に
は
、
授
業
中
に
寝
て
い

た
り
、
お
し
ゃ
べ
り
を
し
て
い
た
り
、
本
当
に
マ
ト
モ
な
状
況
じ
ゃ
な
い
子
も
い

る
の
よ
。」

　
絵
里
が
、
凛
、
穂
乃
果
、
に
こ
を
見
る
と
、
他
の
メ
ン
バ
ー
を
そ
ち
ら
を
見
た
。

「
ひ
ど
い
よ
。」

「
そ
ん
な
に
今
さ
ら
責
め
な
く
て
も
い
い
じ
ゃ
な
い
。」

「
全
く
、
絵
里
は
性
格
悪
い
ん
だ
か
ら
。」

　
指
名
さ
れ
た
３
人
が
絵
里
を
非
難
す
る
。

（
に
こ
に
性
格
が
悪
い
な
ん
て
言
わ
れ
た
く
な
い
わ
よ
!
）

　
絵
里
の
心
の
声
は
も
っ
と
も
だ
。

「
い
い
、
穂
乃
果
。
今
の
音
ノ
木
坂
学
院
は
、
小
学
校
の
算
数
が
で
き
な
い
と
入
れ

な
い
の
よ
。
ス
ク
ー
ル
ア
イ
ド
ル
推
薦
な
ん
か
し
て
い
な
い
ん
だ
か
ら
ね
。」

「
今
は
で
き
る
も
ん
!
」

　
一
番
成
績
の
悪
か
っ
た
穂
乃
果
が
槍
玉
に
あ
げ
ら
れ
る
。
高
校
２
年
生
に
し

て
九
九
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
は
、
し
ょ
う
が
な
い
。

「
じ
ゃ
あ
、
分
数
の
計
算
は
?
２
／
３
＋
３
／
４
を
１
分
以
内
に
解
い
て
み
て
。」

　
絵
里
は
穂
乃
果
に
式
を
書
い
た
紙
を
渡
す
。

「
え
ー
と
・
・
・
。」

　
や
っ
ぱ
り
、
穂
乃
果
に
は
難
し
か
っ
た
。
通
分
の
や
り
方
な
ど
知
る
よ
し
も
な

い
か
ら
。

　
ち
な
み
に
正
解
は
１
７
／
１
２
だ
。

　
悔
し
が
る
穂
乃
果
を
見
て
、
絵
里
は

「
と
言
う
風
な
問
題
児
も
い
る
の
。
こ
れ
で
は
、
卒
業
し
て
か
ら
困
る
わ
。」

「
さ
ら
に
言
う
と
、『
音
ノ
木
坂
で
は
、
小
学
校
の
内
容
も
わ
か
ら
な
い
卒
業
生
を

出
し
て
い
る
』
な
ん
て
言
わ
れ
る
こ
と
ほ
ど
、
恥
ず
か
し
い
こ
と
は
な
い
も
の

ね
。」

　
た
め
息
を
つ
き
な
が
ら
言
う
。

「
ま
あ
、
他
の
学
校
に
も
で
き
な
い
子
は
い
る
け
ど
、
そ
れ
で
い
い
わ
け
じ
ゃ
な
い

の
よ
。」

　
絵
里
の
言
う
通
り
、
改
善
す
べ
き
こ
と
は
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。
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「
反
省
し
て
く
だ
さ
い
、
穂
乃
果
。」

「
海
未
ち
ゃ
ん
も
酷
い
よ
!
」

　
海
未
か
ら
も
責
め
ら
れ
る
（
あ
）
穂
乃
果
だ
っ
た
。

「
あ
と
、
μ
'
ｓ
は
音
ノ
木
坂
学
院
で
は
唯
一
全
国
制
覇
を
成
し
遂
げ
た
グ
ル
ー

プ
と
し
て
、
部
員
の
間
で
は
、
ど
ん
な
人
達
だ
っ
た
か
知
り
た
い
と
言
う
声
が
結

構
あ
る
の
よ
。」

　
こ
の
こ
と
を
言
う
と
き
の
絵
里
は
、
や
は
り
誇
ら
し
げ
で
あ
る
。

「
そ
の
時
の
み
ん
な
と
十
年
後
の
み
ん
な
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
ア
イ
ド
ル

研
究
部
に
は
、
原
点
を
見
つ
め
直
す
と
と
も
に
、
部
員
の
将
来
を
考
え
る
機
会
を

作
る
機
会
を
提
供
し
て
も
ら
う
わ
。」

　
絵
里
が
全
て
を
言
い
終
わ
っ
た
。

「
な
お
、
賭
け
に
負
け
た
メ
ン
バ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、
遅
刻
し
て
き
た
メ
ン
バ
ー
に
も

拒
否
権
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ね
、
希
。」

　
絵
里
は
、
希
に
確
認
を
取
る
。

「
そ
う
や
な
、
こ
ん
な
大
事
な
日
に
遅
刻
す
る
な
ん
て
、
罰
の
一
つ
も
受
け
て
も
ら

い
た
い
レ
ベ
ル
や
わ
。」

　
希
が
邪
悪
な
笑
い
を
う
か
べ
な
が
ら
、
わ
し
わ
し
の
ポ
ー
ズ
を
取
る
。

　
そ
ん
な
絵
里
の
提
案
を
断
る
愚
か
者
は
い
な
か
っ
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
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第
１
３
話
　
夢

　　
そ
れ
か
ら
、
休
憩
な
ど
を
取
っ
て
、
い
よ
い
よ
記
念
撮
影
の
時
間
だ
。

「
今
日
は
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
を
呼
ん
で
い
る
わ
。
お
願
い
し
ま
す
。」

　
絵
里
が
校
門
の
方
に
礼
を
す
る
と

「
μ
'
ｓ
の
み
ん
な
が
こ
う
し
て
学
校
で
集
ま
る
の
は
久
し
ぶ
り
ね
。」

　
南
理
事
長
だ
っ
た
。

「
マ
マ
・
・
・
。」

　
こ
と
り
は
母
親
の
登
場
に
驚
い
て
い
た
。

「
今
日
は
、
写
真
撮
影
で
カ
メ
ラ
マ
ン
を
や
っ
て
く
れ
っ
て
、
絵
里
先
生
に
お
願
い

さ
れ
た
の
よ
。」

　
理
事
長
自
ら
が
カ
メ
ラ
マ
ン
と
言
う
の
は
、
普
通
に
考
え
れ
ば
あ
り
え
な
い
話

だ
。

「
絵
里
先
輩
、
理
事
長
に
こ
ん
な
こ
と
を
や
ら
せ
る
ん
で
す
か
?
」

　
真
姫
が
呆
れ
た
よ
う
に
言
う
。

「
ほ
ら
、
理
事
長
だ
っ
て
後
で
映
る
ん
だ
し
、
手
伝
っ
て
も
ら
っ
て
も
い
い
か
な

あ
、
と
お
願
い
し
て
み
た
の
よ
。」

　
絵
里
も
、
南
理
事
長
の
性
格
を
知
っ
て
、
手
伝
い
を
依
頼
し
た
の
だ
。

「
じ
ゃ
あ
、
み
ん
な
。
集
ま
っ
て
。」

　
理
事
長
の
指
示
で
、
皆
が
集
ま
る
。

　
立
ち
位
置
は
、
左
か
ら
絵
里
、
希
、
真
姫
、
海
未
、
穂
乃
果
、
こ
と
り
、
花
陽
、

凛
、
に
こ
、
と
な
る
。

　「
最
後
に
、
こ
れ
か
ら
の
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
を
書
い
て
も
ら
う
わ
。
ま
ず
は
、
穂
乃

果
か
ら
。」

　
絵
里
は
、
み
ん
な
に
紙
を
渡
す
。

『
穂
む
ら
を
、
東
京
で
一
番
の
和
菓
子
屋
に
す
る
。』

　
穂
乃
果
は
、
実
家
の
和
菓
子
屋
を
発
展
さ
せ
た
い
と
言
う
夢
を
書
い
た
。

『
自
分
の
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
さ
せ
る
。』

　
こ
と
り
は
、
世
界
の
有
名
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
仲
間
入
り
を
果
た
し
た
い
と
言
う
夢

を
書
い
た
。
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『
日
本
舞
踊
を
世
界
に
通
用
す
る
も
の
に
育
て
上
げ
る
。』

　
海
未
の
書
い
た
夢
は
、
心
の
底
か
ら
日
本
人
と
し
て
の
自
覚
に
満
ち
あ
ふ
れ
て

い
る
の
が
読
み
取
れ
る
。

　『
脳
外
科
医
と
し
て
、
頭
の
有
効
な
使
い
方
を
発
見
す
る
。』

　
真
姫
は
、
脳
外
科
医
の
夢
を
書
い
た
。

『
絵
本
作
家
と
し
て
、
子
ど
も
に
愛
さ
れ
る
作
品
を
作
り
上
げ
る
。』

　
花
陽
は
、
い
い
母
親
に
な
れ
そ
う
だ
。

『
一
流
の
ト
レ
ー
ナ
ー
に
な
る
。』

　
ダ
ン
ス
を
磨
い
て
き
た
凛
の
夢
だ
。

『
一
生
、
介
護
現
場
で
ア
イ
ド
ル
道
を
貫
く
。』

　
に
こ
は
、
と
に
か
く
ア
イ
ド
ル
を
続
け
る
の
が
夢
の
よ
う
だ
。

　
こ
こ
ま
で
は
、
ま
あ
普
通
だ
。

『
早
く
結
婚
す
る
。』

　
絵
里
の
切
実
な
願
い
だ
。

　
こ
れ
に
、
皆
が
呆
れ
た
よ
う
な
目
を
向
け
る
と

「
何
よ
、
み
ん
な
!
文
句
あ
る
の
?
」

　
絵
里
が
皆
を
に
ら
む
。

　
ほ
と
ん
ど
の
メ
ン
バ
ー
が
苦
笑
し
て
い
た
が

「
え
り
ち
、
夢
と
言
う
の
は
こ
う
い
う
、
建
設
的
な
も
の
に
し
な
い
と
あ
か
ん
よ
。」

　
希
の
書
い
た
夢
は

『
結
婚
を
誓
い
あ
っ
た
彼
を
幸
せ
に
す
る
。』

「
と
言
う
訳
や
。」

　
希
が
ニ
ッ
コ
リ
と
笑
う
。

「
希
、
ど
う
い
う
こ
と
よ
?
こ
の
間
、
彼
氏
い
な
い
っ
て
、
言
っ
た
じ
ゃ
な
い
!
」

「
え
り
ち
は
甘
い
な
。
す
ぐ
に
結
婚
式
を
上
げ
る
予
定
の
相
手
が
い
な
い
と
言
っ

た
だ
け
や
。」

　
絵
里
に
意
地
悪
な
笑
み
を
返
す
希
。
婚
約
は
し
て
い
な
い
と
は
言
っ
て
い
な

い
。

「
何
よ
そ
れ
!
全
く
ア
テ
が
な
い
の
は
私
と
真
姫
だ
け
っ
て
こ
と
!?
」

「
私
も
、
全
く
ア
テ
が
な
い
訳
で
は
な
い
で
す
よ
。」
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真
姫
も
話
に
入
っ
て
く
る
。

「
実
は
私
を
好
き
な
人
が
い
て
、
そ
の
人
は
最
高
と
は
言
わ
な
い
け
ど
、
な
か
な
か

良
い
人
な
の
よ
ね
・
・
・
。」

　
真
姫
が
顔
を
少
し
赤
く
す
る
。

「
真
姫
!
あ
な
た
、
理
想
が
高
か
っ
た
じ
ゃ
な
い
。
い
つ
か
ら
そ
ん
な
に
簡
単
に

妥
協
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
!?
」

　
高
校
ま
で
の
真
姫
は
理
想
が
高
過
ぎ
る
く
ら
い
だ
っ
た
た
め
、
な
い
も
の
ね
だ

り
だ
と
、
み
ん
な
内
心
思
っ
て
い
た
く
ら
い
だ
。

「
希
先
輩
か
ら
、
バ
ー
で
の
絵
里
先
輩
の
話
を
聞
い
た
時
、
私
も
理
想
を
高
く
持
ち

す
ぎ
る
の
は
止
め
よ
う
と
思
っ
た
の
。」

　
真
姫
が
笑
み
を
浮
か
べ
る
。

「
ノ
ゾ
ミ
、
シ
ャ
ベ
ッ
チ
ャ
ッ
タ
ノ
ォ
!?
」

　
絵
里
が
花
陽
の
よ
う
な
口
調
に
な
る
。

「
真
姫
ち
ゃ
ん
の
幸
せ
の
た
め
に
な
。
早
く
結
婚
し
た
方
が
、
子
供
も
た
く
さ
ん

作
り
や
す
い
の
は
事
実
や
し
。
も
ち
ろ
ん
、
事
情
は
人
そ
れ
ぞ
れ
や
か
ら
、
強
制

は
せ
ん
よ
。」

　
希
が
理
由
を
語
る
。

「
私
は
医
者
に
な
っ
て
後
悔
は
し
て
い
な
い
け
ど
、
将
来
子
ど
も
が
で
き
て
、
そ
の

子
が
育
っ
た
時
に
、
好
き
な
こ
と
を
や
れ
る
よ
う
に
し
て
あ
げ
よ
う
と
思
っ
て
。」

「
子
供
が
二
人
以
上
い
れ
ば
、
一
人
が
何
か
別
の
こ
と
を
し
た
い
と
言
っ
て
も
、
他

の
子
に
継
が
せ
ら
れ
る
で
し
ょ
。」

　
真
姫
は
、
音
楽
の
道
も
考
え
た
こ
と
が
あ
り
、
高
校
時
代
も
音
楽
は
好
き
だ
っ

た
。

　
そ
ん
な
葛
藤
を
し
て
き
た
真
姫
だ
か
ら
言
え
る
こ
と
だ
。

「
な
る
ほ
ど
・
・
・
。
で
も
、
希
・
・
・
。
私
の
こ
と
を
言
わ
な
く
て
良
か
っ
た
ん

じ
ゃ
な
い
!?
」

　
絵
里
は
、
希
に
向
き
直
る
。

「
真
姫
ち
ゃ
ん
の
た
め
に
も
な
っ
て
、
良
か
っ
た
や
な
い
か
!
」

　
希
は
絵
里
の
殺
気
を
感
じ
て
逃
げ
る
。

「
そ
ん
な
問
題
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
!?
・
・
・
希
、
待
ち
な
さ
い
!
」

　
絵
里
が
追
い
か
け
る
。

38



　　
そ
ん
な
様
子
を
見
て
い
た
真
姫
は

「
誰
か
、
絵
里
さ
ん
を
も
ら
っ
て
あ
げ
て
よ
・
・
・
。」

　
ど
こ
か
の
ぼ
っ
ち
な
主
人
公
み
た
い
な
セ
リ
フ
を
し
ゃ
べ
っ
た
。
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